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今こそ 平等な 力を
女の子と若い女性の

政治参加

プラン・インターナショナルは、2007年に初めて「世界ガールズ・レポート」を発表した。女の子とユース女性の政治参

加に関する2022年のレポートは、毎年、特定の環境または分野において女の子の自由と機会を制限する行動、態

度、信念について実施してきた調査結果を報告する新シリーズの5作目である。今年の研究は、混合法によるアプ

ローチで36カ国にわたって行われた。 29カ国で約2万9,000人の思春期の女の子とユース女性を対象にしたアンケー

ト調査や、18カ国で行われた詳細なインタビューなどが含まれる。

研究方法の詳細については、58ページを参照のこと。

この地図に示された境界線と名称、および呼称は、プラン・インターナショナルによる公式な承
認または受諾を意味するものではない。

免責事項：本文中では、政党や政治家について言及しているが、これはプラン・インターナショナルがその

政策や政治的立場に対して、いかなる提携や同意をしていることを意味するものではない。本レポートに登

場する女の子やユース女性の名前は、匿名性確保のため、仮名を使用している。
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プラン・インターナショナル、最高経営責任者（CEO）から

今年の「世界ガールズ・レポート」は、政治参加への理解に焦点を当て、女の

子とユース女性にとってそれが何を意味するのか、という問いを立てました。

国際法では、ユースには自身の生活に影響を与える意思決定に参加する権利が与えられています。しか

し残念なことに、女の子やユース女性が意思決定に参加することは現実的には困難です。私たちがインタ

ビューした女の子やユース女性たちは、無視されていると感じることが頻繁にある、と言っていました。たと

えドアが開かれていても、彼らの参加は形だけのもので、彼らの貢献が組み入れられることはないのです。

つまり、彼女たちの現在と未来に影響を与える多くの決定が、彼女たちとともにではなく、彼女たちのため

になされているのです。

私たちのレポートから、女の子やユース女性は、貧困や失業、気候変動や環境、健康や教育など、幅広い

分野の重要な問題について不安を抱いていることがわかります。彼女たちは世界をより良い場所にするこ

とに関わりたいと考えており、世界は持続可能な変化を実現するために彼女たちのエネルギーと洞察力を

確かに必要としているのです。私たちは、女の子たちが自分の国やコミュニティに貢献したいと望んでいる

ことを研究から認識しており、女の子たちの権利を擁護する必要があるのです。私たちは、女の子とユース

が意思決定のテーブルにつくだけでなく、その参加が彼らの日常生活や機会の確保の大幅な改善につな

がるよう、協力しなければなりません。

プラン・インターナショナルは、すべての女の子が自身の権利を知り、行使し、自ら選んだ人生を歩むこと

ができる世界を望んでいます。この新しいレポートが、世界中のユースたちとともに、私たちが進むべき道

を示すのに役立つと確信しています。

写真：World Vision
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Tien: 
あなたの言う通りね。政治に取り組むユース、特に女の

子やユース女性の団体やグループは、革新と改善の源

になると思う。ユースの新鮮な考えやアプローチによっ

て、私たちの関心事が政策に反映されるようになるは

ず。だからこのリポートが、この問題の認知度を高め、

解決策の発達に貢献するための小さな第一歩となるこ

とを心から願っています。

Tien:
このリポートのテーマは、私個人的にとって大きな意

味がある。私は政府とのやりとりを通じて、ユースや

特に女性が政治的主張において直面する壁に早くか

ら気づいていきました。私は、その壁に最初のレンガ

を打ち込み、ユースの声を高め、私たちが関心を寄せ

る問題についての政治的決断に影響を与えたいと考
えているわ。Keiverはどう思う？

Tien: 
私は、女の子たちが意思決定者とともにテーブルを囲む

ことができるような世界を想像しています。私たちは、自

身の課題、懸念、期待、そして提言について話し、共感

と忍耐をもって、解決に向けた話し合いをすることができ

るはずだから。 

Keiver:
男性が政治的な場を支配していることを考えると、僕は 

男性として、女性が女性であるというだけで、こうした場

に参加できない、参加すべきではない、あるいは向いて

いないと言う多くの人々を変えていきたいと思っている。

僕は女性の価値と能力を信じているから、この問題に

は関心を持っているよ。女の子やユース女性の政治参

加に関して、理想的な世界はどのようなものだと君は思

う？

 

















Aya Chebbiは、2011年のチュニジア革命の

際に政治活動家・ブロガーとして著名になっ

た汎アフリカ主義系フェミニスト・外交官であ

る。史上初のアフリカ連合ユース特使、アフリ
カ連合委員会議長内閣（2018～21年）の最

年少外交官を務めた。Nala Feminist 
Collectiveの創設者兼議長として、ユース女

性を政治に参加させるための活動を行って

いる：職場、家庭、政庁、司法制度、女性の

生活のあらゆる分野におけるジェンダー平等
を求める「アフリカユース女性北京+25マニ

フェスト」の先駆者である。
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序文
Tien（23歳）は、 大学でジェンダー平等に関心を
持ち始め、プラン・インターナショナル・ベトナムの
ユース諮問委員会の代表を務めつつ、ソフトウェ
ア会社で事業開発マネージャーとして働いてい
る。ここでは、プラン・コロンビアの 活動家で、大
学で勉強を始めたばかりのKeiver（17歳）と対話
している。

このことは、私が自分の政治的発言の力を見出したときのこ
とを思い起こさせます 。2011年のチュニジアの革命では、私

は自由のために死を恐れず最前線に立ちました。 女の子と

しての自由とは、安全であること、選択権があること、性と生

殖に関する健康へのアクセスがあること、教育と給食を受け

られること、経済的自由の扉を開くこと、政治力を持つ対等

な人間であり、そうなることができ、またそこに所属すること
が可能であることを意味します。

夕食時の家族の話し合いからハイレベルな交渉の場に至る

までユース女性の政治参加がなくては、これらの自由が保

証されることはありません。女の子たちの声を否定すること

はできませんし、彼女たちの経験が認識されないままであっ
てはなりません。

どの世代も、女性が世界の約半分を占めており、女性にも

人口統計学的な力、投票力、動員力、革新力といった強力

な力があることを意味します。私たちの闘いは声を上げるた

めの闘いなので、誰も耳を貸さないときには街頭に出ます。
アフリカでは、人口の平均年齢は20歳です。しかし、アフリカ

の指導者の平均年齢は64歳で、この世代間ギャップが、ア

フリカに限らず、ユース女性を政治システムから排除してい
るのです。

今、この問題に取り組まなければ、人口が倍増する今世紀

末には、格差はさらに広がるでしょう。アフリカ連合ユース使

節としての職務の中で、私は「世代間共同リーダーシップ」と

呼ばれるものを推進してきました。私たちの世代と共同で設

計されたものではない現行のシステムを、私たちが引き継ぐ

ことはできません。今、この問題のあるシステムの改革を共

同で先導し、このサイクルを断ち切り、世代間ギャップを埋
め、そのずれを回復しなければなりません。

このレポートの研究からわかるように、ユース女性は政治活
動に参加する能力があり、意欲的です。 他人の判断や意見

に制限されることなく、自分自身の意見を述べ、自分自身を

代表することができるのです。変化をもたらすために、世界

はユース女性である私たちの力を信じる必要があります。

Aya 
Chebbi

まえがき

私たちの力は、システムを傍観したり、批難したりす

るのではなく、変化させるためにあるのです。人類を

破壊するのではなく、より良くするためにあります。愛

のある場所から、回復をもたらし、私たちの世界の壊

れた空間を修復することにつながります。ユース女性

たちは、政策形成のテーブルにつくだけでなく、「権力

に真実を語り、それを有意義なものにする」私たちに

ふさわしい意思決定者の地位位置を占めなければな

らないのです。 

元国連ユース使節、Nala Feminist Collective創設者兼議長
Aya Chebbi 

私は、女の子のリーダーシップのためのプラン・インターナ
ショナルの活動をフォローしてきましたが、政治参加に関す
るこの新しいレポートが世界と共有されることに、とても感激
しています。

Photo：Plan International Photo：Keiver Photo: Plan International
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ユース女性の政治参加を拡
大させる４つの道筋

あらゆるレベルの意思決定者...
十分な資金と説明責任を備えた政策、戦略、枠組みの採用

を通じて、女の子とそのグループが有意義かつ安全な参加
ができるようを制度化しなければならない。

国および地方自治体...
政治参加に向けた多様で包括的な道筋へのアクセスを確

保しなければならない。これには、市民教育やリーダーシッ

プの機会への資金提供や強化、地域の意思決定プロセス
への女の子の参加を実現することが含まれる。

政府・ソーシャルメディア（SNS）
企業...
暴力を決して許さない姿勢を表明し、女性政治家や女の子

の活動家が経験する暴力に断固とした措置を取らなければ

ならない。メディア企業は、ポジティブなイメージを広め、オ

ンラインとオフラインの両方で起きている女の子たちへの暴
力に注意を喚起し、支援する必要がある。

国連、政府、市民社会...
市民社会における女の子が果たす重要かつ明確な役割を

認識し、女の子の組織の危機や外的脅威に対する耐性や

持続可能性を高め、彼女たちが利用しやすい資源を提供
する必要がある。

女の子やユース女性は、その多様性の中で、
自身や自らが所属する組織が地域社会や国
の将来に対し役割を果たせるよう、組織化し
結集するためのあらゆる支援を必要としてい
る。

研究結果からは、社会や女の子自身が女の子やユース女

性にふさわしいと考えるジェンダー規範が、彼女たちの政治

参加に強い影響を与えることが明らかである。また、女の子

やユース女性は均質ではなく、彼女たちの意見は、場所、

収入、性自認、宗教、民族、その他多くの交差性によって異
なる。

参加者の中には、社会生活において女性が経験する不当

な扱いやハラスメントによって意欲を削がれていたり、女性

政治家が男性政治家よりも高い基準を設けられ、異なる方

法で判断されることを認識している人もいた。それにもかか

わらず、自分たちの人生を改善し、コミュニティや国に貢献

するためには、女の子やユース女性の政治参加が重要で
あると考えている。インタビューした活動家の3分の1は、政

治に永続的な変化をもたらすには、国家と直接的な関与を

もつ正式な参加様式が極めて重要だと感じている。女の子

やユース女性は、貧困や失業、環境や気候変動、教育や

健康に至るまで、さまざまな問題に関心を持っている。しか
し、調査回答者の94％が自分たちの行く手を阻む障壁を認

識しており、自分たちが直面している課題を十分に認識して

いる。女の子やユース女性は、しばしば見下され、耳を傾け

られることはほとんどない。一部の国では、議会や地方議

会における女性議員の割合が向上しているが、政治的な

ロールモデルが欠如しており、多くの状況において、女の子
や女性の権利の後退が見受けられる。

こうした困難にもかかわらず、女の子とユース女性は、投票

や請願書への署名から、多様なユース活動や学校評議会

への参加まで、さまざまな方法で政治に関与している。ま

た、彼女たちが政治について学び、意思決定者側の立場に

なろうとする場合、学校と家庭は重要な役割を果たすことに

なる。自分の住む地域における政治への参加は、より身近

なものであり、多くが活発に関与できる。彼女たちには、自

身の生活に影響を与える決定に参加する権利があり、自身

の地域だけでなく、国家および国際的にもこれを実現する

手段はいくつか存在する。

要約 
この研究は、地域、所得水準、都市環境を問わず、29カ国の15～24歳の
女の子とユース女性約2万9,000人を対象とした大規模な調査に基づいて
いる。また、18カ国・94人のプログラム参加者と若い活動家である女の子
とユース女性への詳細なインタビューも含まれている。

なお、匿名性確保のするため、女の子やユース女性

の名前は仮名とした。

が 政治に参加すること は 
重要だと考えている

が、政治に参加・関与した経
験がある

の政治参加を志す人が、自
分が政治家になることをイ
メージできている

が、自分が関心を持つ問題に対する指
導者の決定に概ね満足している

が、「女性は政治指導
者になる資格がない」
と思っている

が何らかのグループや団体に属してお
り、 市民活動への参加度が高い

が、政治への個人的な
関与や参加をためらっ
たことがある

が、自身のコミュニティの見解では、女
の子とユース女性が政治活動に関与
することは容認されると信じている

97% 83% 24%

11%

10人に1人

63%

5人に1人 50%
「彼らの決断は、すべての人々の行動や生活、他者 との関係、私た

ち自身が決めている限界、許されないこと、許されることに影響を及
ぼします。だから、政治はとても重要だと感じています。」

Aurora、20歳、エクアドル
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今年、世界が新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）が引き起こしたパンデミックか
ら徐々に抜け出しつつある中、プラン・イン
ターナショナルの「世界ガールズ・レポート
2022」は、女の子とユース女性の政治参加
に焦点をあてた。

政治的な意思決定は、最も配慮を必要としている場所や

人々からかけ離れた場所で行われることが多い。だからこ

そ、女の子やユース女性が声をあげ、自分の意見や経験、

権利を意思決定プロセスに反映させることは、極めて重要

である。それは政治に参加する権利として、また政策に情報

を提供し、生活と機会の向上を目指すプログラムを設計し、
ジェンダー平等を促進するためにも重要である。

「男性は女性よりも賢いと思われていて、時には女性が権

力者になると笑われるかもしれないという感覚から、強力な

男性優位の文化がまだ残っていると思います。だから、それ
はまだ問題だと感じています。」

Juliette、21歳、ベルギー

政治的な領域でなされる決定は、女の子やユース女性の

生活のあらゆる側面に影響する。それは、早すぎる結婚に

対する法的保護を受けられるかどうか、性と生殖の権利が

守られるかどうか、そして教育に割り当てられる予算に至る
までである。1973年に米国で合法的な中絶を認めたRoe対

Wade裁判に 象徴されるように、女の子と女性の権利1が広

く後退している状況において、女の子とユース女性が政治

的決定に関与し影響を与える必要性がますます高まってい
る。

昨年の「世界ガールズ・レポート」「The Truth Gap〜女の子

が直面するオンライン上の有害な情報〜」では、ネット上の

誤った情報や偽情報について報告しており、それが女の子
の活動を制限していることを明らかにした。4人に1人が自

分の意見を他者に共有する自信がないと感じており、5人に

1人が政治や時事問題への関与を完全にやめている。女の

子やユース女性が政治的領域で活動する上での障壁は、

これだけではない。これまでの「世界ガールズ・レポート」で

も、女の子やユース女性に対する女性差別や暴力の恐ろし

い文化が指摘されている：恐怖が彼女たちの可能性を阻害

し、生活のあらゆる場面の移動を抑制し、自信を損なわせ
ているのだ。

2018年の「都市にひそむ危険 Unsafe in the City」は、

この恐怖と女の子があらゆる公共空間で日常的に体験

する暴力を明らかにし、2019年の「女の子たちに新しい物

語をRewrite Her Story」は、メディアのステレオタイプと表

現の欠如が女の子たちのリーダーシップの野心にどのよ

うに影響するかを暴き、2020年の「女の子にオンライン上

の自由を Free to be Online」は、58％がオンライン・ハラ

スメントを経験し、政治活動家が更に深刻な虐待の標的

になっていることを明らかにした。これは、政治的に活動

する能力と意欲の両方を阻害するだけでなく、学習する機

会、友人や味方を作る機会、現代社会で十分に生きる機

会を減少させている。

女の子の政治参加には、年齢とジェンダーという２つの特

有の障壁が立ちはだかっている。その年齢によって、政治

的権利が制限され、政治的プロセスへの参加にはまだ未

熟である、と誤った判断をされる。そして女の子だからとい

う、社会に残るジェンダー規範によって公的領域から遠ざ

けられ、男の子やユース男性であれば直面することがな

い障害に直面する。

「決断を迫られる役職についたりすると、私たち女性

は論理的な思考ができなくなると考える人が多いので
すが、これもよく聞く議論です。」 

Sofia、24歳、スペイン

しかし、それにもかかわらず、新しい情報通信技術に後押しされ、女

の子とユース女性自身が望む変化をもたらすために、ますますさま

ざまなルートを模索している。貧困、気候変動、紛争、教育、健康な

ど、女の子とユース女性、そして私たちすべての人々にとって重要

な問題に取り組み、多様なユース・ムーブメント、草の根の活動、集

団行動が活発化している2。

「仲間ができれば怖くありません。1人ではなく、大勢になる

のだから。一人で何かをするのは大変です。」

Rosamie、16歳、RCRL3,フィリピン

はじめに Photo: Plan International



今こそ平等な力を

12 13

気候変動、飢餓の増加、貧困、紛争はすべて無視するこ

とができない課題である。思春期の女の子やユース女性

は、年齢を重ねるにつれて政治的意識が高まり、より社

会問題への関心を持ち、地域や国の決定が自分たちの

生活にどのように影響するかをますます意識するようにな

る。彼女たちが自身の権利を主張し、参加する能力を養う

ためには、彼女たちを支援しなければならない。彼女たち

は若者として、自身の住む世界に影響を与え、その形成

に貢献できるようになる必要がある。また、大人の女性と

して明日の世界にもたらすスキル、知識、政治的に活動し
続ける意欲を今日から身につける必要があるのだ。

本レポートのために実施された広範な調査の包括的な目

的は、多様な状況において、政治的・市民的参加と制度

に対する女の子とユース女性の姿勢と経験を探り、理解

することである。

�

�

�

�

女の子やユース女性は政治をどのように捉え、どのよ
うな政治課題を優先しているのか。 

政治リーダーをどのように見ているのか、また、政治的
領域で彼女たちが代表として適切に選出されていると
感じているか。 

政治に参加するという決断に影響を与えるものは何
か？何が彼らを思いとどまらせ、何が彼らを奮い立た
せるのか。

彼女らが重要だと感じている問題やキャンペーンにもっ
と積極的に参加できるようにするには、どのような戦略
や支援が必要か。

「例えば、私はとても若く、国家レベルで活躍する2人

の女性議員に注目しています。彼女たちは、中絶の権
利のような課題に油断なく対応しています。彼らは…
ここエクアドルでは有名です。私は彼女たちを尊敬し

ているので、その活動を注視しています。」

Aurora、20歳、エクアドル

正式な政治的空間や確立さ
れた政治制度を通じて

そのような空間や制度に影
響を与えるために

コミュニティの問題解決を含
む、さまざまな政治的課題
に関して、 

職場、教育機関、メディアな
ど広範な背景においては、
それらを政治的活動と位置
付けることが適切である。

殊に女の子とユース女性の活動を調査に

おいては、政治活動の定義を公的領域とそ

れ以上のもの、と広範に考慮することが重

要である。そうすることで、女の子やユース

女性が最もよく行っている活動を認識し、理

解することができる。 その活動は、主に公

式な政治領域の外で、市民社会の一員とし

て地域やコミュニティレベルで行われている

ものが多い。またその定義によって、女の

子とユース女性がすでに持っている政治的

知識と経験を認識し、評価することを可能

にし、現在だけでなく将来にわたる政治主

体者として女の子とユース女性の政治参加

を最適に支援する方法の提言を明らかにす

ることができる。

政治活動は参加する人びとと同じくらい多

様であり、「政治」は女の子やユース女性に

とって適切な活動ではないという、誤った思

い込みに挑戦しなければならない。

政治参加の定義
政治参加は、女の子やユース女性が行う自発的な4活動である：

女の子とユース女性は一括りの集団ではない：彼女らは

皆、異なる事情、機会、特性の影響を受けている別々の個

人である。地域差もあれば、社会経済的地位、人種、信

仰、民族性、性的指向、性自認を反映したさまざまな意見
や経験を持っている。

LGBTIQ+である回答者、およびマイノリ
ティ出身者は、政治的指導者に対してよ
り否定的な見方をすることが判明した。

この調査で、年齢は政治参加に与える影響があまりないこ
とが明らかになった。15～19歳の女の子は、投票のような

活動はほとんどできないものの、その政治に対する姿勢は
20～24歳のグループと大きな差はなかった。

しかし、女の子やユース女性は、その多様性の中で、貧困

や失業、そしてそれが自身のコミュニティに及ぼす影響に

ついて、ますます懸念を高めていることが分か
る。COVID-19のパンデミックから徐々に抜け出すにつれ、

経済回復の遅れが影響を及ぼしている。 気候危機の影響

をすでに受けてきたコミュニティでは、家族の日々の食事に

も苦労している。ウクライナでの紛争は、そこに住む人々の

苦しみを超えて、さまざまな国や大陸で飢餓や食料不足を

引き起こしている。世界中で資金供給が不足しており、家

庭の収入に影響があるだけでなく、必要不可欠なサービス
に対する政府の資金援助も脅かされている。

「私たちには食べるためのトウモロコシを買うお金もありま
せん。隣に住む女の子たちは、1日1回しか食べられず、物

乞いしなければなりません。」

Alice、16歳、RCRL、ベナン

© Plan International
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逆に、パンデミックによって加速したソーシャルメディアやイン

ターネットの利用の急増は、女の子やユース女性が政治に関

与する機会や方法を拡大する上で重要な役割を果たし
た。2022年4月現在、世界のインターネット利用者は約50億

人：このうち46億5000万人、世界人口の58％がソーシャルメ

ディアユーザーである9。このようなオンラインでの動きは、政

治参加の状況を変化させ、特にユースは、正式な政治機関

の境界の外で、政治参加することの意味を再定義しつつある
10。

若者たちはますます幻滅し、政治家、政党、制度に対

する信頼の欠如を表明しており11、世界のほとんどの

地域で、ユースの正式な政治プロセスや制度への参

加が減少していることが明らかになっている12。

間違いなく進歩はしている。1960年までは女性が選挙権

を持つ国は、世界の半数にすぎなかった。それが2020年

までには、性別を理由に女性の選挙権を禁止している国

はなくなった5。

しかし、2021年は16年連続で世界の自由が減少し、60
カ国において政治的権利と市民の自由が純減し、増加を
記録したのは25カ国にとどまった6。COVID-19のパンデ

ミックはこの傾向を加速させた。感染拡大防止を理由とし

た規制が、反対グループの弾圧や選挙中の政治討論の

場の抑制の手段として利用された国もある7。ま
た、COVID-19のパンデミックによって、ジェンダー平等に

おける多くの成果が後退させられることとなってしまっ

た。すでに女の子と女性の権利を後退させ始めていたい
くつかの国が、COVID-19のパンデミックを利用して、彼

女らの権利やLGBTIQ+コミュニティの権利をさらに弱体

化させたことを示す証拠がある8。

舞台設定

政治参加と政治代表は、世界的にジェンダー格差が大き
い。文化や歴史を通して、政治は年配の男性、多くの場
合裕福な市民が特権と権力を持つ領域であった。

Photo: Plan International / Max Goldstein
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主に欧米民主主義諸国において、女の子は男の子よ
りも正式な政治参加に関心が低く、社会運動関連の活
動を好むという証拠24もある。このように非公式な政治
を好むということは、女の子やユース女性が最も重要
であろう権力の回廊で政治的リーダーシップを発揮し
ていないことを意味する。

多くの国では、ユース女性が政治家に立候補すること
が法的に禁止されている。 69％の国で、国会議員に
なるための法定最低年齢は最低投票年齢より高く25、
政治は「若者が関与する事柄」ではないという暗黙の
メッセージが将来的可能性をもつ候補者に送られてい
る26。 

また、女性は男性に比べて、自身が政治家になる資格
があると考える傾向が弱く27、競争的な環境を避ける
傾向が強い28が、これは社会的なジェンダー規範に
よって形成された傾向であることが研究で示されてい
る。

世界女性国会議員フォーラム（Women in 
Parliaments Global Forum）と世界銀行が2015年に
84カ国で実施した調査によると、女性は男性に比べて
性差別を心配する傾向が3倍、男性と同等に相手にさ
れないことを心配する傾向が2倍ある29。 

政治家、立候補者、その他政治的活動を行う女性に
対する暴力やハラスメントは、世界中の多くの国で問
題となっている30。ジェンダーに基づく政治的暴力行為
は、通常、個々の女性に向けられるが、政治への参加
を検討する女の子や女性を抑止し、女性が公的生活
に参加すべきではないということを社会に伝えるなど、
意図した特定の対象を超えた影響も及ぼす31。

年齢やジェンダーに関連する社会規範や差別的な考
えは、女の子やユース女性が政治に参加する機会
や、参加する人が直面する課題に影響を与える。これ
らのうち最も重要なものの一つがエイジズム、より具体
的にはアダルティズムで、一般的に年齢を理由に若者
の意見や貢献を認めない傾向として現れる32。

アダルティズムはまた、政治的に活動する女の子を過度に
賞賛し、「英雄的」または激励する存在として現れることもあ
る33。マララ・ユスフザイ（Malala Yousafzai）とグレタ・トゥー
ンベリ（Greta Thunberg）はこの良い例で、米国の思春期の
活動家に対する調査では、こうした賞賛は他の女の子に否
定的に受け止められかねないことが示唆されている。ほとん
どのユースは有意義な政治的参加をする能力がないことを
暗に示していると解釈される34。

多くの社会では、政治は女性、ひいては女の子にとっ
て不適切な活動であるという考え方が広まっている。
女性の政治参加に対する社会の態度は徐々に変化
しているが35、この分野での進展は一様ではない。中
東やアフリカを含む世界の一部の地域では、女の子
は政治参加への大きな障壁に直面し続けている。例
えば、政治的会合に出席する女の子やユース女性
は、特にそのような会合が夜間に行われる場合、そ
の道徳性を問われることがある36。また、米国の調査
では、一般的に両親は男の子よりも女の子の移動に
強い制御をかけており37、これは女の子の社会運動
への参加能力を制限する可能性があることを示して
いる38。

政治参加への関心やその欠如は、子どもの発達の早
い段階で形成される。家庭環境は、この政治的社会
化の過程において最も重要な場と見なされることが
多い。 親の政治的態度が安定しており、家族での話
し合いを通じて政治問題に頻繁に触れることで、成人
前の意識と政治参加への長期的志向が著しく高まる
ことが実証されている39。また、家庭内で、男の子や
ユース男性は女の子よりも、親から自分の進路の一
つに政界があることを考慮し、社会活動に参加するよ
う促される傾向が強いという証拠もある40。

ユース女性の政治参加における主な障壁は何か。

多くの研究から明らかなように、女性、特にユース女性や 過少評価されてきた女
性たちは、政治家に立候補する際に多くの法的、経済的、社会文化的な障壁に直
面する。そして、公式・非公式を問わず、政治指導者の立場にあるユース女性は、
年齢とジェンダーを理由に抵抗を受ける。

2019年からフィンランドの首相を務めるサンナ・マリン

（Sanna Marin）は、当選当時時34歳。フィンランド史上

最年少で首相に就任した。彼女には4歳の娘がいる。

彼女の首相歴は、彼女が若く女性であることに起因す
るいくつかの論争がないわけではない。 彼女は専門学

校で学び、家族で初めて大学に入学した。政治家とし

てのキャリアは、社会民主党のユース局でスタートし

た。フィンランドにおける彼女の頂点への道のりは、他

国のそれと比べると、それほど目覚ましいものではない

かもしれない。手厚い教育制度、安価で非常に優れた

保育、そして、他の多くの国よりも文化的に浸透し、資

源も豊富なジェンダー平等への全体的な社会的・経済

的コミットメントによるものだろう。彼女が率いる内閣
は、女性10人、男性9人で構成されている18。

世界ガールズ・レポート 2022

政治的リーダーシップと政治代表におけるジェンダー
と年齢のギャップ:13

世界的に、政治的リーダーと政治代表は、特に国政において、
依然として男性中心である:

「すべての子どもがなりたいものになり、すべ
ての人が尊厳を持って生き、成長できる社会
をつくりたい 19。」

地方レベルでは、状況は若干改善されている。国
連女性機関（UN Women）によると、世界のほぼ

すべての地域で、ユースを含む女性が国政よりも

地方政府でより多くの議席を占めている20。しか

し、ジェンダーと年齢のギャップは以前、根強く残っ

たままだ。地方自治体における女性の割合は男性

よりも低いままであり、ユース女性は年配の女性
に比べ、まだ十分な存在感を示していない。

現在の進捗率では、世界の政治に
おけるジェンダー平等を達成する

のに155年かかると言われている
21。

政治の舞台では男性を目にすることが多く、また、

伝統的な国家機関や政治メディアの報道を独占し

ていることも、大きな影響を人々に与えている。調

査によると、主流メディアで女性の政治的ロールモ

デルが取り上げられると、女の子は将来の政治家

である自分自身を想像してみる可能性が高くなる
22。プラン・インターナショナルが行った過去の調査
23に参加した一人は、次のようにコメントしている：

「誰にでも人生の手本となり、『あなたにはできる、

あなたならできる』と言って、励ましてくれる人が必

要です。」

女の子、15歳、ドミニカ共和国

カ国は、女性の国家元首 カ国は、 女性の国家行政長官14 は、女性の政府閣僚15

は、女性の国会議員16
は、 世界の国会議
員における30歳未
満の女性17

10 13 21%

26% 1%

首相 

Photo above：Sanna Marin in 2019, by Laura Kotila,
Government office, licensed under CC BY-SA 4.0
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オンライン活動
近年、ソーシャルメディアとインターネットの利用が急速に拡

大したことは、政治参加の状況を変化させ、女の子やユー

ス女性が政治に関与する方法を拡大する上で重要な役割

を果たしてきた。コミュニケーションとネットワーキングの容

易さ、個人の政治情報へのアクセスと露出は大幅に増加

し、情報源は多様化し、「民主化」された52。ユースはオンラ

イン空間への関与を深めながら成長しており、こうした変化

が彼らの政治参加や幅広い関与に与える影響を理解する
ことは、現在調査研究が大幅に進められている。

オンラインまたはデジタル活動は、非常に多様な行動を含

んでいる：署名活動や政治代表者への連絡、コミュニティ・

グループへの参加など、伝統的な参加形態の多くがオンラ

インに移行している。特にユースは、ソーシャルメディアを利

用して政治的アイデンティティを確立し、ビデオやミームなど

の創造的な形で政治的スタンスを表現し53、正式な政治制

度の枠外で政治参加を再定義している54。フィジーの調査

からわかるのはでは、年齢やジェンダーによって他の方法

でのコミュニケーション能力が制限されている人びとにとっ

て、オンライン参加のチャンネルは特に重要だということで
ある55。また、トランスジェンダーの女の子や、LGBTIQ+コ

ミュニティの一員であることを自認する女の子にとって、オン
ライン参加は特に価値のあるものだろう。

また、オンラインでの政治参加でさえも彼女たちは暴力にさ

らされている。女の子や女性の活動家は、オンラインで不当

に攻撃されたり、「荒らし」に遭ったりしており、彼らを威嚇

し、発言を阻止することを意図した性的な脅迫を受けること

も頻繁に起きているている56。オンライン空間はまた、そして

政府は、オンライン空間のが政治的活動を抑圧し、市民社

会を制限するという手に出ている。これには、インターネット

の遮断、ソーシャルメディアサイトの標的型ブロック、政治活

動家の機密情報を収集するためのデジタル空間の使用な

どの戦略的な利用が含まれる57。

この非制度的な参加形態を好む傾向は、特に女の子や
ユース女性において顕著であるように思われる42。 これ

は、制度的な経路を通じた参加には大きな障壁があること

と、フォーマルではないアプローチを純粋に好むためである
43。女の子は、フォーマルな政治活動を拒否する傾向にあ

るが、自分のコミュニティに強く関与し、コミュニティの問題

解決に関心を持って、社会変革のアイデアに個人的に取り

組んでいる44。主に欧米民主主義諸国の研究から、女の子

と男の子の好む政治参加の形式は思春期に分岐し始めて

いるといういくつかの証拠が存在する45。

国連で子どもの権利条約が採択されて以来、多くの国々が

ユース評議会やユース議会のようなユースのための参加

型メカニズムを設立しており、参加型政策立案や参加型予

算編成計画に子どもやユースを含めるよう模索してきた。こ

れらの進歩によって、世界の多くの地域の女の子やユース

女性が正式な政治プロセスに参加する機会が増している。

多くの場合、ユース評議会は、ユースが地域レベルで政策

や決断を形成することを可能にしている46。しかし、ユース

議会は、しばしば民主的参加の場というよりも、市民教育を

目的としている47。また、ユース議会やユース評議会の選

考手続きは、多様なユースを含めることに苦労し、蔑視され

たコミュニティが十分に代表されないことが示唆されている
48 49。

政治参加型の仕組みは、女の子やユース女性に公式な政

治への道を提供することになる。しかし彼女たちの多くは、

公式な構造の外側で政治活動を行い続けている。この制

度的な政治構造の中で活動しないことが、彼女たちが公的

な、社会運動の実行者や有能な政治指導者になる可能性

を自ら狭めているとの主張もある50。女の子は、アウトサイ

ダーかどうかに関わらず、公式な政治領域に参加する方法

を学ぶことが依然として不可欠である。

女の子主導の組織
女の子とユース女性の公式な政治的チャンネル外

での政治参加は、様々な形態の集団行動を通じて

よく行われる。女の子とユース女性が先頭に立ち、

多様で交差的、分散型のユース運動や草の根活

動の増加を私たちは目にすることがある。既存の

調査でも、女の子は独特な方法で組織化する傾向

があることがわかる。女の子が主導する組織は、

一般的に均等で上下階層のない構造を採用し、正
式に登録される可能性は低い60。

気候変動運動「Fridays for Future（FFF未来のた

めの金曜日）」は、女の子やユース女性が最もよく

行っている政治参加や政治組織の形である。グレ
タ・トゥーンベリ（Greta Thunberg）の知名度にもか

かわらず、FFFは正式なリーダーを持たない分散

型の草の根運動であり続けている。FFFは、その非

階層的な構造と、確立された政治制度の外側で活

動するという点で、政治参加と組織化について制度

化されていない様式を好むという女の子の明らか
な傾向の一例になっている。しかし、FFFは、女の

子たちが非制度的な政治参加様式を採用しても、

伝統的な政治機関の行動に影響を与えたいという

願望を排除するものではないという事実も実証して
いる。

Young feminist organisations（YFO若年フェミニ

スト団体）の調査によると、女の子とユース女性は

さまざまな問題をめぐって組織化されていることが

わかった。地域によって違いはあるが、最も優先度

の高い問題は、ジェンダーに基づく暴力、性と生殖

に関する健康と権利、そして女性のための政治的・

経済的エンパワーメントであった。同じ調査
で、YFOは「正式な」政治的領域での変化を求めて

キャンペーンを張る一方で、彼らが関心を寄せる問

題についての活動は、個人の意識や社会的・文化

的規範といった「非正式な領域」での変化をも求め

ていることも明らかになった61。

世界ガールズ・レポート 2022

女の子とユース女性の政治参加パターン

調査によると、ユースは抗議行動やデモなど、正式な場ではな
い非制度的な経路を通じて政治に参加する傾向が強く、より
個人的な政治活動の形態も多い41。

「このような政治機関への不平等な自己選択パターンが存在し、意思決
定の独占権が政党や政治機関にある限り、政治代表のジェンダー平等
を確立することは困難である」51。 

「私たちは、自身がより良くなるに値すると
信じています。私たち以外に誰が（物事を）
変え始めるというのでしょう。私たちが望む
社会と今の社会をつなぐ架け橋になりたい

のです59。」

フィリピン出身のアリヤ・カブティハン（Arya 
Cabutihan）は、性と生殖に関する健康と権利の情報

をユースに提供するユース主導の動き 「Amarela」

の共同代表を務めている。15歳でAmarelaに参加し

始め、ユースの活動を熱心に支持している。

Facebookを拠点とするこのグループには、多様な性

自認を持つ10代のボランティアチームがあり、交代

で情報資料の作成、講演会の企画、14,000人を超

えるフォロワーに向けたウェビナーの開催などを行っ

ている。彼らの活動の中心は、医療文書内の生殖に

関する健康に関する情報に焦点を絞りを、現地の言

語を用いて図表に変換することである。政府が10代

の妊娠への取り組みを優先すると宣言しているにも

かかわらず、毎日推定500人の10代の若者が出産し

ており58、セックスについて語ることは依然として非

常にタブー視されている。Amarelaとそのスタッ

フは、頻繁に脅迫を受けている。

女の子やユース女性の政治参加の権利は、国際法―
子どもの権利条約（CRC）や女子差別撤廃条約

（CEDAW）、持続可能な開発目標などの国際協定に

明記されている。

どのような法律であれ、さまざまな個人や組織が実施した

調査研究から、その権利のを保護を目的とする女の子や

ユース女性の日常生活において、これらの法律や協定の

効果が十分に感じられないことは明らかである。

活動家

©Amarela
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プランが2007年から長きにわたり実施して
いる研究「現実の選択、現実の生活（Real 
Choices, Real Lives） 」の参加者と、ユー
ス女性活動家の2グループ行った、調査お
よび質的インタビューから得られた主な結

果をまとめた。

2.  
女の子やユース
女性が最も関心
を寄せる政治問

題は何か

3.  
女の子やユース女性
は、現在の政治的リー
ダーシップをどのように
評価しているか。自分た
ちを代弁していると思う

か、自分たちの意見を反
映していると思うか、誠

実であると思うか。

4.  
あなたの国やコミュ
ニティでは、女性は
政治的リーダーに

なれるか、またそれ
がどのように考えら

れているか
5.  

なぜ女の子やユース
女性の政治参加が
重要なのか、どのよ
うな参加を指してい

るのか

6.  
女の子やユース女
性の政治参加を妨
げるもの、あるい
は後押しするもの

は何か

7.  
今後の展望–首相、
活動家、または有権
者。女の子とユース
女性は政治の世界
で自身の将来をどう

考えているか。

1.  
女の子やユース
女性にとって、政
治という言葉はど
のような意味を持

つか

私たちが
学んだ

こと
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女の子やユース女性が政治をどのように考えているか

を理解し、その後の研究結果の枠組みを提供するた

め、両方の質的インタビューの参加者に「政治という言

葉から何を連想しますか？」という自由な回答を促す質

問を行った。政治参加の状況や経験にかかわらず、圧

倒的に回答者は政治という言葉をフォーマルな政治活

動範囲と結びつけており、その多くが、特に活動家グ

ループでは、否定的な言葉であった。

「Real Choices, Real Lives (RCRL)」に参加する女の

子62の中で、この質問に回答できると感じた女の子

は、大体が政治は国の総裁や閣僚、市長などの政治

指導者や統治と関連づけており、しばしば中立的な言

葉で語られた。エルサルバドル、ベナン、フィリピン、そ

してトーゴでは、女の子たちが政治を語る場合、選挙や

投票、選挙期間中に自宅やコミュニティを訪問した候補

者についてであった。ベトナム、ベナン、そしてトーゴの

参加者にとって、政治は社会やコミュニティの統治や管

理であったが、ただ一人、政治を解釈する際に民主主

義に言及し、政党を「平和」と結びつけている女の子が

いた。

ベルギー、マラウイ、そしてドイツの活動家は、

政治を権力の行使と結びつけて考えていた：

 









女の子やユース
女性にとって、
政治という言葉は
どのような意味を
持つか

 








「卑見ですが、政治とは民主主義で、政党は平
和の文化です。」

Fezire、16歳、RCRL、トーゴ

「私はいつも、政治とは、より大きな集団に関する決定

権を誰が持っているか、そしてその力をどのように与え

るかということだと考えています。民主主義では投票で

これを決めますが、私はとてもいいと思います。です

が、その投票システムに参加できるのは誰でしょうか。
私にとって、これは権力構造の問題なのです。」

Anna、23歳、ドイツ

エルサルバドル、ブラジル、そしてフィリピンの
「Real Choices, Real Lives」参加者は政治と汚

職を結びつけて考えることが多かった。

「彼らは票と引き換えにお金を配る。要
するに票の買収です。」

Reyna、15歳、RCRL、フィリピン

「その単語を聞いたとき、まず頭に浮かぶの

は窃盗です。なぜなら、私たちの代表として

選ばれた人たちは皆、最終的に税金を盗む
のです。」

Bianca、16歳、RCRL、ブラジル

しかし、一部の女の子やユース女性の中には

政治に肯定的な印象を抱いている例も認めら

れた。

結果としてこの質問に対する回答から、政治を比較的狭

く定義していることが明らかになった。このことは、女の

子やユース女性が、自分たちが参加可能な政治の正し

い範囲を理解していいないことを意味し、結果的に、正

式な政治的役職に就いているような特定の政治的リー

ダー、だけを想像して質問に答えざるを得なかった可能

性がある。そして、それらは主に、若者でも女性でもな

い。

©Plan International
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調査参加者は、15の政治活動項目の中から、優先す

べきと考える5つを選択し、中でも貧困と失業、紛争と

平和・地域社会での暴力と犯罪、環境汚染と気候変

動を含む環境問題、性と生殖に関する健康と権利を

含む心と体の健康、均等な教育機会の確保が上位に

挙がっている。

政治活動の優先順位は、場所と国の所得によって大き

く異なっている。アフリカ、アジア太平洋地域、ラテンア
メリカでは、調査回答者の70％が貧困と失業が最優先

事項と回答している。「Real Choices, Real Lives  」研

究に参加する女の子たちへのインタビューでも、この

調査結果を裏付けており、ドミニカ共和国、トーゴ、エ

ルサルバドルでは、ユースの失業が重要課題として挙
げられていた。

北アメリカとヨーロッパでは、心と身体の健康と、平和と

紛争がそれぞれ優先事項として挙げられた。

女の子やユース女性が
最も関心を寄せる政治 
問題 は何か

女の子やユース女性がどのような政治的問題に最も関心
を抱いているかを理解するため、2つのインタビューグルー

プと調査参加者に対して、で優先すべきだと考えている政
治問題について尋ねた。3つのグループ全体で多様な問題

が挙げられたが、中でも 貧困と失業問題は明確に優先課

題と認識され、環境問題や暴力と紛争に関する懸念も同

様であった。活動家の間においては、ジェンダーの平等

や、政治システムの機能、そして市民的・政治的な権利と
自由の欠如に関する幅広い懸念も多くが言及した。

政治活動の優先順位

地域ごとの政治活動の優先順位

55% 
教育への
アクセス

54% 
紛争と平和、地域
社会での暴力と犯
罪

52% 
環境汚染や森林
破壊、気候変動な
どの環境問題

50% 
水や電気などの資
源不足

50% 
紛争と平和、地域
社会での暴力と犯
罪

48% 
環境汚染や森林破
壊、気候変動など
の環境問題

45%  
性と生殖に関する
健康および権利を
含む、心と身体の
健康

37% 
COVID-19対応

56% 
環境汚染や森林
破壊、気候変動
などの環境問題

48% 
貧困と失業

46%  
性と生殖に関する
健康および権利を
含む、心と身体の
健康

46%  
LGBTIQ+コミュニ
ティの権利と、人
種・民族を理由と
する差別

55%  
均等な教育機会

52% 
紛争と平和、地域社
会での暴力と犯罪

48%
環境汚染や森林破
壊、気候変動などの
環境問題

46% 
性と生殖に関する健
康および権利を含
む、心と身体の健康

55% 
LGBTIQ+コミュ
ニティの権利と、
人種・民族を理
由とする差別

54% 
環境汚染や森林
破壊、気候変動
などの環境問題

43% 
貧困・失業

43%  
紛争・平和、地域
社会での暴力・犯
罪

貧困と失業

紛争と平和・地域社会での暴力と犯罪

環境汚染や森林破壊、気候変動などの環境問題

性と生殖に関する健康および権利を含む心と身
体の健康

均等な教育機会

LGBTIQ+コミュニティの権利と、人種・民族を理
由とする差別

ジェンダーに基づく暴力

COVID-19対応

水や電気などの資源不足

ネット上の嫌がらせや虚偽情報

Conflict and peace,community violence and crime

アフリカ地域で50%を占めている資源不足への懸念

は、北アメリカ、アジア太平洋地域、ヨーロッパでは約
20%と低くなっている。予想される通り、所得水準が

低い国では、資源不足が一貫して優先事項の上位5
項目に入っている。環境問題は全地域で約50%が優

先すべきと回答しており、また、均等な教育機会はア

フリカとラテンアメリカで特に重視された事項だ。

55%

63% 貧困と失業

貧困と失業

紛争と平和、地
域社会の暴力と
犯罪

性と生殖に関す
る健康および権
利を含む、心と
身体の健康

貧困と失業

アフリカ アジア・太平洋地域 ヨーロッパ ラテンアメリカ 北アメリカ

51%

59%

70%

60%

53%

52%

47%

41%

37%

32%

29% 

29% 
23%
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「私たちの政府は、正義と平和の実現に
おいて、国民を裏切ってきました。彼ら
がきちんと仕事をしていれば、私はここ
にいる必要はありませんでしたした63。」

フランシア・エレナ・マルケス・ミナ（Francia
Elena Márquez Mina）は、コロンビアの人権・環

境活動家であり、弁護士であり、コロンビアの副

大統領である。ダム建設によって自分の住むコ

ミュニティが脅かされたことをきっかけに、彼女
は13歳にして活動家となった。2018年、マルケ

スは80人の女性とともに首都ボゴタまでの560
キロ（350マイル）をトレッキングする抗議行進を

主導し、彼女らのコミュニティから違法採掘者を

排除するよう要求した。金の違法採掘を阻止し

たこれらの活動が評価され、彼女はゴールドマ

ン環境賞を受賞した。コロンビアのナショナル・

ラーニング・サービスを卒業した農業技術者であ
り、2020年にサンティアゴ・デ・カリ大学で法律の

学位を取得。また、2児のシングルマザーで、16
歳の時に第1子を妊娠し、メイドとして働いて生

活費を稼いでいた。

環境活動家・副大統領

いずれのインタビューグループでも、政治活動に対する女

の子たちの優先順位は、日常生活に基づいている。彼女た

ちは、作物が不作になり、食料価格が上昇し、家族が日々

の出費に苦しんでいるのを目の当たりにしている。彼女たち

は健康、教育、戦争と暴力について心配しており、その不安

は、貧困と暴力が特に女の子やユース女性である彼女たち

に与える影響によって増大している。彼女たちには、より良

い未来を想像することが難しい。活動家の多くは、政治的な

意思決定過程における女の子やユース女性の有意義な参

加の欠如と、政治的指導者に女性が少ないことを強調し

た。彼女たちにとってのより良い未来とは、政治的・社会的

な変化、つまり女の子やユース女性が平等であると認めら
れ、有能さを認識されることなのだ。

「…この国会には、女性として、ユースとしての権利を理解

している、自立した女性が必要です。でも、そのような女性

が国会議員になることを望んでいない人がいることが、私た
ちの障壁だと思います…そして、若い人たちに自身の権利

についてもっと考えてもらい、意見を表明してもらうことが必

要です。私たちが自分の意見を表明し、自身の権利をよく

知るようになれば、変化を起こし、私たちが望むものを手に
入れる新しい世代が生まれるでしょう。」

Jen、23歳、レバノン

「毎年、物価は上昇し、人々は請求書や借金など、
より多くのストレスを抱えているようです。」

Juliana、16歳、RCRL、ブラジル

「私たち、女の子や女性が直面する危険。夜、街に

出ると、安心が保証されないから怖い。外には悪い

人たちがたくさんいて、私たちは大きな不安を感じま
す...何かが起こるのではないかと...もしかしたらレイ

プされるのではないかと... 。」

Bianca、16歳、RCRL、ブラジル

様々なマイノリティグループに属する人びとのアンケート回

答は、互いに類似点が見られ、一般的な人々の回答とは異
なっていた。例えばLGBTIQ+として認識される人びとは、差

別やLGBTIQ+の権利、精神的・身体的な健康について特

に懸念している。障害を持つとされる人びとの60％は、精神

的・身体的健康について最も懸念しており、これは他のマイ

ノリティグループにとっても優先すべきと回答された問題で

ある。しかし、このような違いはあっても、環境、暴力と紛

争、貧困と失業に関する懸念は、すべてのグループにおい
て、依然として最も重要という結果であった。

「Real Choices, Real Lives」参加者へのインタビューでは、

多くの人が汚染や気候変動が農業や食糧に与える影響へ

の懸念を挙げた。水不足や、場合によっては洪水が作物に

影響を及ぼし、物価は上昇傾向にある。食費だけでなく、燃

料やその他の生活必需品も値上がりする中、経済的な問題

により家族が苦労するのを女の子たちは目の当たりにして
き た。これによる彼女たちの教育機会への影響も見て取

れ、また、人びとの精神的な健康も心配された。

教育、特に女の子の教育は、活動家へのインタビューの

中で最もよく言及された優先事項であり、このグループの

女の子とユース女性のほぼ半数が言及していた。トー

ゴ、ウガンダ、ペルーの活動家は、早期妊娠の割合を増
加させたCOVID-19流行時の学校閉鎖が、教育における

ジェンダー格差を広げているのではないかという懸念を

示した。女の子や女性に対する暴力に関する問題は、両

方のインタビューセットで言及された。調査では、アフリカ

とラテンアメリカでのジェンダーに基づく暴力は、他の地
域よりも優先度が高い事項だと明らかになった。「Real 
Choices, Real Lives」に参加した女の子たちにおいて

は、ラテンアメリカとカリブ海諸国、そしてベトナムとベナ

ンの女の子たちの一部で、コミュニティにおける安全性の

欠如が特に懸念されていた。

「女の子がどうやって学校に戻ることができるのかを考え
ましょう。同時に、そのプロセスの途中でCOVID-19パンデ

ミックが起こり、妊娠した女の子たちがいたことも忘れては

いけません。そのような女の子も学校に戻り、夢やキャリ
アを追い求めるためにはどうしたらいいでしょうか。」

Rainbow、22歳、ウガンダ

平等な力をもつ人びと

住む地域と収入も、選択された優先順位に大きな影響

をおよぼしているが、回答は他の点でも分かれていた。 

写真：Francia Márquéz　The Left, 
ライセンス： CC BY-SA 2.0
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女の子やユース女性
は、現在の政治的
リーダーシップにつ
いてどのように評価
しているか。自分た
ちを代弁していると
思うか、自分たちの
意見を反映している
と思うか、誠実である
と思うか。

調査結果は全体として、女の子とユース女性が政治指

導者について様々な意見を持っていることを示してお

り、明らかになった点は以下の通りである。回答者の
40％が、政治家は女の子の政治参加を支援していると

考えているのに対し、33%はそう思わないと回答してい

る。 また、43％が政治家は女の子とユース女性の最善

の利益のために行動していないと感じているのに対
し、31％は行動していると考えている。

これだけは言いたい：
女の子たちの声

LGBTIQ+を自認する回答者の59%
が、政治家は女の子やユース女性の意
見を理解していないと回答している。

世界的に見ても、自分にとって重要な問題に対して政治
家は行動を起こしていると思う人は3人に1人しかおら

ず、その結果、半数以上の人々は政治家への信頼を

失っている。

「当選するための票が欲しいだけで、人々が彼ら

を必要としていることを考慮していない人がいま
す...自分のことしか考えていないのです...若者の

ことなど忘れています。彼らは人々を助けず、彼ら
にとって最も都合の良い人だけを助けるのです。」

Sharina、16歳、RCRL、ドミニカ共和国

地域によっても顕著な違いが見られ、ラテンアメリカの女の

子はアジアの女の子よりも指導者に対してかなり否定的で

あり、アフリカの回答者は指導者の決定が原因で政治に全
く関わらなくなったと答える傾向が強かった。

また、LGBTIQ+を自認する女の子やユース女性、そしてマ

イノリティに所属する人々は、より否定的な意見を持ってい

ることが判明した。

調査参加者のうち、自分が関心を持って
いる問題についてのリーダーの決断に概
ね満足していると答えたのは、わずか
11% であった。

政治家の決断や行動によって、どのような気持ちになった
かを尋ねたところ、回答者の62％が悲しさ、ストレス、心配、

不安、危険を感じたと回答している。

インタビューでは、回答は一様ではなかったが、

共通するテーマとして、政治指導者の公約がし

ばしば行動に移されないという不満が存在した。

「Real Choices, Real Lives 」参加者へのインタ

ビューは、全体的に政治家についての意見は、彼ら

が地元で何をしているかに大きく依拠していた。ベ

ナン、トーゴ、ベトナムでは肯定的な意見が多く、女

の子たちは具体的な利益を挙げている。

「私には、多くのことが、上辺だけの話のよう

に感じられます。なぜなら、政治の世界で

は、話すことは多いのに、行動に移すことや

約束を守ること、言葉の後に行動が伴うこと
は少ないと感じるからです。」

Juliette、21歳、ベルギー

政治家が住民たちとの約束を守らないという不満は繰

り返し聞かれ、何人かの参加者は、特にユースに関す

る公約はその指導者が選ばれた後に実現しないこと

が多い、と指摘した。

 






「彼ら（政治指導者や代表者）は、COVID-19感

染に配慮した学習方法を進めてくれるし、私た

ちが学校に行けるように学校を建ててくれるん
です。」

Lelem、16歳、RCRL、トーゴ

しかし、ブラジル、フィリピン、エルサルバドル、ドミニカ共和

国ではより否定的であり、自分たちの状況に対して政治指

導者は助けるための十分な働きをしておらず、重要なのは

実際に行動をしているか、またはしていないかであると一般

的に感じているようであった。 

「特に雨季の間は悪路や土砂のため、多く
の生徒が途中で学校を辞め てしまう。」 

Christine、16歳、RCRL、フィリピン

地元コミュニティへの関心と、女の子やユース女性が

地元での活動を望む傾向は、研究全体のテーマであ

る。女の子やユース女性は、日々目の当たりにする

現実を基に変化を求めることができ、またそうするた

め、これはまさに政治参加への道なのである。

彼らの多くが表明する政治家への不満は、自らの政

治参加に繋がっていくだろうか。

政治家や政治指導者に対する認識

...そう思う...そう思わない

30%

31%

33%

40%

39%

34%

45%

43%

42%

33%

34%

38%

25%

26%

24%

27%

27%

28%

...どちらともいえない 私の国の政治家、政治指導者は...

女の子やユース女性の意見を知ってお
り、理解している

女の子とユース女性の最善の利益のた
めに行動している

女の子やユース女性の悩みを受け付け
ている

女の子とユース女性にとって身近で参加
しやすい政治を実現するための支援

所属するコミュニティの代
弁者である

自身が優先的に政治活動を行うべき
と考える課題に対して行動を起こす

3.
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調査回答者の40%が、女性政治家は
誹謗中傷や脅迫を受けたり、見た目や
服装で判断されていると思うと回答し
た 。

また、政治的リーダーシップをめぐるジェンダー規範や年

齢規範に対する女の子の認識は、マイノリティグループ間

では一貫しているが、地域によって異なることが調査回答
から明らかになった。地域別の結果は単純ではない。 アフ

リカの回答者は、女の子やユース女性の政治的リーダー

シップは受け入れられると答えているが、それでも他の地

域よりもずっと多くの回答者が、女性にはリーダーシップを

とる資格がないと考えているのである。特にアフリカの女

の子やユース女性が回答した女性政治家への誹謗中傷

や蔑視という点が、女性のリーダーシップに対する全体的

な自信を損ねている可能性がある。

ダミロラ・オドゥフワ（Damilola Odufuwa）とオ

ドゥナヨ・エウェンリ（Odunayo Eweniyi）は、ナ

イジェリア出身の優秀なIT起業家であり、若い

フェミニストリーダーである。2020年、彼女たち

はさまざまな立場の献身的な女性たちととも

に、女性の権利と安全、経済的自立、そして政

治参加に焦点を当てた「フェミニスト連合」を設

立した。ナイジェリアは学校に通っていない女

の子の数が世界で最も多く、アフリカで最も女

性議員の割合が低い国の一つで、世界でみて
も193カ国中181位である64。

彼女たちは、教育、経済的自立、公職への起

用に重点を置き、ナイジェリア社会における

女性の平等の実現を使命としている。彼女た

ちの連合は最初の活動として、特別強盗対
策部隊 の解散と警察の残虐行為の終結を求

める2020年の#EndSARS抗議運動を支援し

た。この活動は、誹謗中傷や嫌がらせの的に

なり、家族や友人を大変不安にした。連合で

は、指導的役割における女性の代表性の向

上、公正な賃金、そして女性と女の子を妨げ

ている多くの障壁を明らかにし、取り払わなけ

ればならないことを社会全体で認識すること

を要求している。

あなたの国やコミュ
ニティでは、女性は
政治的リーダーに
なれるか、またどう
考えられているか

 






フェミニスト起業家たち
「ナイジェリアは家父長制の強い社会で
あり、しばしば女性は沈黙を押し付けら
れ、若者は二流市民として扱われます。
私たちは皆、重要な存在であり、年齢や
その他の差別的要因に関係なく、人間と
しての尊厳と敬意をもって扱われるに値

するのです65。」

4. 

�

�

�

�

アフリカの回答者の80％近くが、女の子やユース女性
が様々なレベルで政治的リーダーになることは容認さ
れていると回答している。

一方、他の地域における女の子やユース女性の回答
は、34％から57％と、かなり低い。

アフリカの回答者の22％が女の子やユース女性には
リーダーの資質がない、と回答したのに対し、他の全
地域の回答者は平均6％であった。

アフリカの回答者は、女性政治家が脅迫や誹謗中朝
にさらされ、見た目や服装で判断されると最も多く報告
している。

�

農村部の回答者は、都市部の回答者と比べて女性が
リーダーになることが容認されている、と回答する傾
向がある。

女性、特にユース女性は、政治的リーダーになるのに多

くのジェンダー障壁に直面することを示す十分な証拠が

ある。この差別を女の子たちがどう見ているか、またその

影響を理解するために、女の子やユース女性の政治参

加における周りの態度について、様々な質問をした：待

遇はどうか、指導的立場にあるか、、そしてユース女性

のリーダーシップは、彼女たちが暮らすコミュニティでど
のように受け入れられているか。

調査回答者のうち、女の子やユース女
性が政治的リーダーになることが容認
されると考えている人は、わずか半数
であった。

調査した女の子の10人に1人は、
女性は政治的リーダーになる資格がな
いと考えている。

フェミニスト起業家たち

写真左：Damilola Odufuwa　Aisha Ife　右：Gazmadu Studios
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これだけは言いたい：
女の子たちの声

政治的指導者の地位にある女性を見たことがあるか
という質問に対しては、「Real Choices, Real Lives 」
に参加する女の子のほとんどが、特にコミュニティレ

ベルでの例を挙げることができ、活動家の中にも女性

指導者の例を挙げる人が何人かいた。

フィリピンとベトナムの「Real Choices, Real Lives」

参加者の女の子の回答からは、女性リーダーは肯

定的にとらえられているものの、男性に比べて女性

リーダーに求められる資質には明確な違いがあるこ

とが明らかになった。女性リーダーは、勇敢であり、

優しくて親しみやすいと描写される。

ベニン、ブラジル、フィリピン、ベトナムで「Real Choices, 
Real Lives」に参加した女の子たちからの回答でも、政治的

リーダーシップにおけるジェンダーギャップを明確に読み取

れた。政治的役割を担う女性がいたとしても、それは例外で

あることが多く、例えば男性で構成される地方議会で唯一

の女性であると女の子たちは指摘した。ブラジルでは、何人

かの女の子が、政治的指導者の地位に女性がいたとして

も、それは大抵白人であると指摘した66。

質的なインタビューにおいて、女の子たちは、リーダーシッ
プの概念が、しばしば気が付かないような複雑な方法で、
いかに性別に左右されているかについて説明した。

進展の兆しもある：ある状況では、時間の経

過とともに見解が変化しているということを、

女の子やユース女性たちは見てきた。

「でも、女性として気づいたのは、私自身や友人、一

緒に働く人たちは、政治的な議論に参加するための

段階が、男性や男の子とはまったく違うということで

す。男性や男の子は、もともとそういう場にいること
が奨励されているのに対し、女性は 、その場が自分

のために作られていないと感じるのです。」

Anna、23歳、ドイツ

「ジェンダー平等とは思いませんが、今は昔よ
り女性の数は多く、増えていると思います。」

Juliette、21歳、ベルギー

しかし、多くの活動家は、あらゆるレベルにおいて政治的

リーダーシップに根強いジェンダーギャップを感じてい

た。レバノン、南スーダン、ヨルダン、マラウイのユース女

性たちは皆、国家レベル、特に議会での女性の代表が少

ないことを懸念していた。

「ほとんどの政治的地位は男性が占め

ていて、女性は統治するポストにほとん
どいません。」

Unique、23歳、南スーダン

「黒人女性が代表なのはほとんどない。」 

Natalia、15歳、RCRL、ブラジル

活動家の中には、調査の結果を基に、政治的指導者

の立場にある女性が直面する課題や脅迫を強調する

人もいた。

「2019年に、ある政党を支持していることを公言し

ただけで、女性2人が服を脱がされるという事件が

ありました。対抗する政党によるもので『お前ら女
は公言するな』と怒ったのです。」

Zoe、23歳、マラウイ

どちらのインタビューグループのあらゆる質問に

おいて、女の子やユース女性は、リーダーシップ

の概念がいかに性別に左右されており、また女性

リーダーに求められるものがいかに男性のそれと

は異なるかを強く意識していた。

「私たちは皆、彼女は女性なのに、と心の中で思って

しまいます。彼女は政治に何を求めているのだろうか
と。女性の能力は過小評価されることが多いです...私
たちは、彼女には能力があり、影響力があり、周りを

巻き込む力があるとは思いません。私たちは心のどこ
かで...多分、男性が彼女を援助しているからそこにい

る...と思っています...まるで女性は何もできない弱い

生き物のようにです。本当に難しいんです。特にこの
分野では、女性は奨励されていないのです。」 

Naturel、16歳、トーゴ

「貧しい人々を助けたいという心を持っているの

で優しく、信念を持ってリードする能力を持ってい

るので勇敢です。私のような女の子には、ここの
ユースの見本となり、勇気を持つことです。」 

Jasmine、15歳、RCRL、フィリピン

対照的に、男性のリーダーは、強く、争いを解決でき、物事

を成し遂げる総合的な能力があるとよく描写される。女性

の立ち位置や能力に対するジェンダー規範は、あらゆる場

面で女性や女の子の足を引っ張っている：特に、女の子や

ユース女性自身がそのような期待とともに育ってきたこと

による。

「何世代にもわたって、私たちはこのイメージを植え
付けられてきました...目を閉じて政治家を想像しろと

言われたら...私は間違いなくネクタイを締めた男性を

思い浮かべるでしょう、それが私たちに与えられたら
れたイメージだからです... 女性やユース女性はすぐ

に浮かびません。だから、女性、それもユース女性

がこのような場にいることを信じるのは難しいので

す。これは、世代から世代へと引き継がれてきた一
種の行動なのです。」

Aurora、20歳、エクアドル

「一世代前では...女性は性的対象であり 家のモ

ノとみられていました。 女性は家にいて掃除やそ

の他のことや育児をし、男性は仕事をする、と。し

かし今、旧世代は、すべてのユースがインター

ネットを利用している時代の真っ只中にいること
を理解しなければなりません。」

Valentina、19歳、ペルー

しかし、調査によると、道のりはまだまだ長いよう

だ：リーダーシップは、いまだに男性のイメージで

構成されている。女性リーダーたちはまともに相

手にされず、権力を握ると男性の同僚よりも厳しく

評価されるのだ。

「男性リーダーと女性リーダーが同じ

失敗をしたら、女性リーダーの方がよ
り非難されます。」

Hang、15歳、RCRL、ベトナム
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マイノリティグループやLGBTIQ+の回答者は、予想された

ように、政界をより包括的で人々の代表たるものにすること

の重要性を強調した。

83% の調査対象の女の子とユース女
性が、政治に参加したり関与したりした経
験がある。

また、ユースは非公式な経路で政治に参加する傾向が強い

という仮定に反して、正式な政治参加の形式、特に投票が

非公式な活動よりも一般的であることも、この調査の結果

から明らかになった。政治に参加する方法としては、投票が

最も一般的で、選挙に立候補することが最も少なかったが、
かなりの少数派がそれを検討するとしている。

24% の政治活動に熱心な調査回答者
は、政治家になる用意があると回答して
いる。

女の子やユース女性の政治活動には、伝統的なメディアと

ソーシャルメディアの両方を使った様々なプラットフォームで

の政治的討論への参加やフォロー、学校での討論グループ

への参加、キャンペーン活動、地域コミュニティの活動家協
会や他の社会グループへの参加なども含まれた。

63% の女の子とユース女性は何かし
らのグループや団体に所属している。

�

�

�

�

�

�

アフリカ地域の女の子やユース女性は、最も政治活
動に関与している。

社会グループ、有志コミュニティグループ、フェミニス
ト・女の子・ユース女性グループの会員数は、他の地
域と比べてアフリカが著しく多い。

全体として、参加率は低所得国で最も高く、国の所得
が増加するにつれて平均的に減少するようである。

LGBTIQ+、障害者、そしてマイノリティグループに所
属する参加者は、全体的に、オンライングループや社
会運動に参加し、オンラインまたは直接署名を行った
と答える傾向が強い。

マイノリティであると自認する人は、フェミニストの団体
や協会に所属し、自身が関心を持つ問題について
キャンペーンを行う傾向がある。

地方に住む回答者は、投票した、あるいは投票するよ
う他人に働きかけたと報告する割合が全体的に高い。

なぜ女の子やユース女性
の政治参加が 重要なの
か、どのような参加を指し
ているのか

女の子やユース女性が政治に参加すべきだと
いう意見には、圧倒的に賛同された。その理由
はさまざまであり、その実現方法もさまざまで
あった。

女の子やユース女性が政治に参加することは、次世代への

ロールモデルとして重要であると考えるのはどこでも同じであっ

た。アフリカと北アメリカの回答者は特にこの点を重視し、ラテ

ンアメリカの回答者は政界をより包括的なものにすることを重

視していた。低所得国では、ユース女性の参加は、汚職への取

り組み、平和の促進と社会的公正さを重視において特に重要で

あると回答者は考えている。

67% の調

査回答者が、女の
子やユース女性の
生活の質の向上
のためには女の子
やユース女性が政
治に参加すること
が重要であると回
答している。

5. 

女の子やユース女性が政治に参加することが重要なのはなぜか？

社会における女の子とユース女性の状況を改
善するため

次世代のロールモデルとなるため

政治的な決定において、社会的公正さ、教育、
健康をより強調するため

政界をより包括的で人々の代表たるものにする
ため

より平和な社会を実現するために 

汚職に取り組むため

その他女の子やユース女性が政治に
参加する理由

67%

56%

54%

53%

37%

43%

29%

「私抜きで行われた決定は、私に反対す
るものです...世界中の女の子たちは、自
身の権利のために団結して戦わなけれ

ばなりません。」

25歳のセネガル人学生カディジャ（Khadija）は、

プロジェクト・マネジメント・コースの2年生であ

る。彼女は「Backa Sister create network」の代

表を務める‐プラン・セネガルによって設立された

このプロジェクトでは、演劇、音楽、そして芸術を

用いて女の子の権利キャンペーンを行い、女の

子の声がコミュニティに反映されるようにする活

動を行っている。彼女は幼い頃から地域で活動

しており、女の子やユース女性の利益を促進し、

彼らが無視されないようにするために地元の政

治家に働きかけている。彼女にとって、自分たち

の生活に影響を与える決定に女の子が参加す

ることは非常に重要だ。「私抜きで行われた決定

は、私に反対するものです」。彼女は早期妊娠な

どの重要な問題に対する意識を高めるための

キャンペーンを行っている。「思春期の女の子は

情報を必要としており、両親やコミュニティの人
びとも同様に必要としています。 」「Backa Sister
create network」では、演劇、歌、芸術を通して

情報を得ることができる。「世界中の女の子たち

は、自身の権利のために団結して戦わなければ

なりません」と彼女は言う。そして、彼女と彼女の

団体が示すように、彼女たちは手に入るあらゆ

る手段を使わなければならないのである。

残る疑問は‐女の子やユース女性の政治参加は

どのような形を取っているかということだ。積極的

なのか、頻繁なのか、地域的なのか、国家的な

のか。

また、調査回答者の97％が参加することは重要だ

と考えているが、実際に何人が何らかの形で参加し

ているのだろうか。

学生活動家

写真：Khadija
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女の子の権利のためのプランの活動に以前から関わって
きた活動家と、「Real Choices, Real Lives」参加者の女の

子たちとの間では、政治参加の経験は、予想された通り、

大きく異なるものであった。活動家の多くは、コミュニティレ

ベルから国内、更には国際的な場まで、公式・非公式両方

の政治領域にまたがる複数の活動への関与を述べてい
る。

一方、「Real Choices, Real Lives」に参加した女の子は、

政治参加の経験はほとんどなく、調査対象国の多くで、正

式な政治プロセスに参加した経験がある人はごくわずかで

あった。しかし、調査結果にもあるように、彼女たちの多く

は、オンラインで政治問題について読んだり、ニュースで政

治的議論をフォローするなどの活動を報告しており、このこ

とは、たとえ関心が行動に結びついていないとしても、彼女

たちの多くが政治や政治参加に関心を持っていることを示

唆している。

� オンライン活動は、同じ志を持つ人々と繋がり、
新しい情報を得る機会として、おおむね肯定的
に受け止められている。また、
Facebook、WhatsApp、Tiktok、YouTubeな
ど、さまざまなオンライン・プラットフォームを働
きかけや啓発、キャンペーンのために利用して
いる活動家も何人かいた。

「クラブに参加することで、一般的な女性と女の子、

特に少数民族の女の子の権利についてより深く学

ぶことができます。通常、私のクラブでは、学校の

他の学生や家族、村やコミューンに広め、女性と女

の子の権利強化の問題を議論する会議を開いて
います。」

Hang、15歳、RCRL、ベトナム

これだけは言いたい：
女の子たちの声

「私の国で何が起こっているのか、大統領選の有力候
補は誰かという政治問題、COVID-19の状況はどう

か、台風が来ているかどうかの天気予報、そしてロシ

アとウクライナの戦争はどうなっているのかなどを（オ
ンラインで）見ていました。」 

Chesa、16歳、RCRL、フィリピン

ベトナムでは、多くの人が地元のユースユニオンを通じて、
コミュニティレベルの活動に参加していると報告した。Hang
は、ユースユニオンの書記を務めており、少数民族の女の

子のための能力開発とアドボカシー活動を行う地元のス

クールガールクラブの幹部でもある。

ブラジルのJulianaは、「Real Choices, Real 
Lives」に参加した人の中で唯一、政治的抗議行

動に参加したことがあり、目的を達成した学生に

よるクラス・ストライキについて説明した：

「私たちは、先生がいなかったので、とてもとても
早く教室を離れました。それは...水もおやつもトイ

レも、何もかもが不足しているためでした。そのた

め、私たちは抗議行動を起こし、先生の一人であ

る科学の先生のところへ行き、助けてもらいまし

た。それを見た校長先生は怒って、何かしようと

思ってくれたのです。時が経つにつれ、状況は良
くなっていきました。」

Juliana、15歳、RCRL、ブラジル

インタビューに答えてくれた活動家は、ジェンダー平等と

女の子の権利のためのキャンペーンを行い、コミュニティ

における社会規範の変化の促進に携わっている。その多

くは、特に女性と女の子に対する暴力の撲滅に注力して

いる。その他の課題としては、早期妊娠・出産、強制され

た早すぎる結婚、女の子の教育、女の子と女性の政治参

加などがある。また、自身が望む変化をもたらすために

は、正式な政治的プロセスに参加することが重要であるこ

とも認識している。

「私は "ユース諮問委員会の長 "という肩書きを

持っています... 私たちに影響を与えるような政

府による政策やプロジェクトがあると、私たちは

それについて助言をします。その提案を読み、

何が障壁になるのか、何が制限になるのか、そ

れはすべての人をサポートするか、また、コミュ

ニティの誰かを傷つけないか、などを確認する
のです。」

Janell、24歳、ベトナム

「そう、必要なものであり…集団による社会

闘争、社会的活動を完全にするために必要

不可欠なも事柄だと思うので、そして、実現

するためにそれを書き留め、前例を作り、新

しい世代が自身の現実に適応できるように
するためにするのです。」 

Aurora、20歳、エクアドル

「人々がソーシャルネットワーク上で活

動し、女性のリーダーシップの問題など

について話せば、多くの若い女の子や

男の子が自分の道を見つけるのに役立

つと思うのです。そして、これは今の時

代、素早く、多くの人々に接触する最も
簡単な方法だとも思います。」

Minerva、23歳、トーゴ

• 活動家の参加方法に関するコメントは、ブラジル

を除いて、投票するには若すぎるが、ほとんどの
場合、投票するつもりだった「Real Choices,
Real Lives」のインタビューによって概ね支持され

た。彼女たちはまた、特に自身のコミュニティで自

分たちに関係する問題に注意を向けるための方

法として、集団行動や公共の圧力を支持した。彼

女たちは、投票するには若すぎ、その声は一般に

無視されているユースが、政治指導者に自身の

意見を伝える方法として、公共の場で抗議行動を
起こすことを指摘した。

「当局は、ユースが自身の問題を提示する

ために彼らの家に行っても受け付けないか
ら、行進や集会に参加します。」

Anti-Yara、16歳、RCRL、トーゴ

活動家に聞いた、効果的
な参加方法

� 投票に対する考え方は概ね肯定的であったが、
中には代表者の選択肢の狭さや政治の腐敗を
理由に敬遠する人もいた。

「投票は、政治に触れるという意味で、とて
も重要だと感じています。 いつでも、どんな

時でも、意識して投票することで、誰のため

に投票しているのか、その人たちは自身の

関心や家族、社会に応えてくれるのかがわ
かるからです。」 

Aurora、20歳、エクアドル

� 活動家の中には、例えば諮問グループやユース
協議会を通した公式な政治参加は、形だけのも
のになりかねないと感じている者もいた。女の子
やユース女性は必ずしも伝統的な政治参加に慣
れ親しんでおらず、社会運動は効果的で、より伝
統的な政治を補完するものとしてしばしば考えら
れていた。 組織化、意識向上、政治的意見の表
明などの独創的な活動としては、祭典の開催、
映画や演劇、公演の利用、ラジオドラマの制作
などが、キャンペーン戦略として挙げられた。

「政治に参加する方法や、その場に立つため

の方法は、今までも非常に形式化された方

法があります。しかしそれらの方法のほとん

どは、女性が参加することを前提としていま
せん…そのため、一般的に女の子の政治参

加について語るとき、障壁が少なく、その場

に参加することが容易な、社会運動が大きな
役割を果たしていると思うんです…両方を推

し進めないといけないと思います。」

Anna、23歳、ドイツ

� 活動家は、社会運動や集団行動が問題を政
治的な議題にすることはできても、効果的で持
続可能なものにするには、変化が常に法律や
政策に組み込まれる必要があることを認識し
ている。
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女の子とユース女性の関与と参加は、彼女たちが住むコ

ミュニティで何が受け入れられるかによって強く形作られ

る。「コミュニティや国の指導者に影響を与えようとすること
は容認される」と答えた女の子は、50％だった。ソーシャル

メディアの利用については、より自由度が高い。 65％の女

の子が、「自身のコミュニティでは、インターネットやソーシャ

ルメディアを使って変化を起こすことは容認される」と答えて
いる。

しかし、低所得国では、調査対象の女の子やユース女性の
80％が「州 や国の指導者になることは問題ない」と考えて

いるのに対し、高中所得国では39％、高所得国では51％で

あった。LGBTIQとして認識されている回答者は、障害者と

して認識されている回答者と同様に、「政治に参加したり関

与したりしてもよい」と回答する割合が著しく低い。

全体的に、国会における女性の割合と、参加への具体

的な課題を指摘する女の子やユース女性の数との間に

は関係がある。平均して、国会に占める女性の割合が

低いほど、参加への障壁を指摘する女の子やユース女
性の割合は高くなる。

しかし、こうした障壁にもかかわらず、調査回答者は、

自身にとって政治参加は母親や祖母の時代よりも容易

になっていると感じている。適切な女性の行動とみなさ

れるものが変化している、またはインターネットやソー

シャルメディアの出現とアクセス性の向上が原因かもし

れない。

女の子や若い 女性が
政治に参加することを
妨げるもの、あるいは
奨励するものは何か

他者からの影響

政治家の行動や態度は、調査回答者が政治参加をどう考

えるかの大きな鍵となっている。政治家が女の子やユース

女性の声に耳を傾けない、関与を促す政治家がいない、政

治が女の子やユース女性の参加に開かれていないことを、

全体的な政治離れの主要因として挙げられている。

政治参加への課題は、ヨーロッパ、アジア・太平洋地域の

回答者に比べ、アフリカ、中東、北アメリカ地域の回答者が

より頻繁に言及している。しかし、ラテンアメリカ・カリブ海地

域の回答者は、他の地域の回答者よりも、参加する気にさ

せる政治家がいないと回答する傾向が強い。 これは、この

地域の女の子が上記で示した政治指導者に対するネガ

ティブな認識と非常によく一致している。このセクションの研

究結果は、女の子やユース女性の政治参加を阻む社会規

範がいかに広く浸透しているかを示している。

94%の調査回答者が政治参
加への障壁を指摘

6. 

女の子とユース女性の参加に対し
て認識されている課題（地域別）

政治は女の子やユース女性の関与や参加に開かれていない気がする

私のコミュニティや国には、女性の政治的ロールモデルがいない

政治家が女の子/ユース女性の私の話を聞いてくれるとは思えない

政治に関与しよう、参加しようと思わせるような政治家が見当たらない

他人の意見を気にして、自分の意見を言うのが怖い

私自身、政治への関与や、参加を思いとどまったことがある

政治的な問題を十分に理解していない

女の子や女性が政治に関与したり参加したりしようとする際に直面する課題は他にもある

政治家が女の
子/ユース女性の
私の話を聞いてく
れるとは思えない

アフリカ

48%

女の子や女性が政
治に関与したり参加
したりしようとする際
に直面する課題は
他にもある

アジア・太平洋地域 ヨーロッパ ラテンアメリカ 北アメリカ

29% 33%

政治に関与しよ
う、参加しようと思
わせるような政治
家が見当たらない

38%

政治に関与しよ
う、参加しようと思
わせるような政治
家が見当たらない

39%

政治家が女の子/
ユース女性の私の
話を聞いてくれると
は思えない
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質的なインタビューでも、女の子やユース女

性は自身が直面する課題の大きさについて

現実を直視している。

「いまだに深刻なレベルで家父長制が存在しているとい

う認識がないのです。それが最大の障壁だと感じていま

す。なぜなら、もしあなたがそれを認めなければ、あるい

は社会がそれを認めなければ、あなたの問題や障壁は

常に、完全にあなた個人に根差したものだとみなされて
しまう からです。」

Anna、23歳、ドイツ

また質的インタビューから、年齢やジェンダーに関連し

た規範が障壁となっていることも明らかになった 。話

を聞いてもらえない、相手にされないというのは、調査

でもインタビューでも女の子に最も共通した心配事で

あり、政治的価値観の低下につながる。

「だって、何を言っても聞いてくれないんだもの。
例えば、誰かが文句を言いに来ても、

何も起こらない...」

Reyna、15歳、RCRL、フィリピン

これが、「Real Choices, Real Lives」の女の子が直面す

る参加への主な障壁であったと、ブラジル、フィリピン、

トーゴ、ベトナムの女の子は指摘し、年齢差別と性差別

が結びついた屈辱的なものだと述べている。

「若いから話せない、何も知らないと思われる…女の

子が話しているから優先順位が低いと思われる。」

Amanda、15歳、RCRL、ブラジル

活動家たちも、ユース女性が貢献できること

に全く関心を示さず、見下していることに言及

した。 

「あるところで…女性が社会のリーダーとして参加する

にはどうしたらいいかという話をしたことがあるんで

す。そのとき、『何をやっているのかわかっているの

か、お前はとても若い。だから、知らないのは当たり前

だ...』といった意見をいくつかもらいました。年齢を理由

に無視されるのです。」

 Marchessa、22歳、タンザニア

女の子やユース女性は、活動家を含む女性の政治的

リーダーに対する暴力、ハラスメント、虐待をどのように見

てきたかについても述べ、それらが場合によっては彼女
たちの参加を思いとどまらせたという。「Real Choices,
Real Lives」の調査に参加した女の子たちの中には、彼

女たちがコミュニティの当局に問題を提起することで暴力
を受けるかもしれないことを心配している者もいた。

どちらのグループでも、女の子とユース女性は、政治制

度がいかに自身の意見を述べる能力を制限し、挑戦する

意欲を失わせるような仕組みになっているかについて話
した。「Real Choices, Real Lives」参加者の女の子で、

「地元の指導者に問題を提起しようとしたことがある」と述
べたのは1 人だけで、その経験は望ましいものではな

かった。地元の指導者は、通学路が悪いという彼女の懸

念を無視しただけでなく、発言したことで別の公務員から

叱られたという。

「自分が正しいときは、泣かない。泣くと何度も虐げ
られるから、他人から自分を守る勇気を持てと、

親から教わりました。」

Christine、16歳、RCRL、フィリピン

これだけは言いたい：
女の子たちの声

ジェンダー平等や早すぎる結婚など、社会規

範に挑戦する問題で活動家が活動する場合、

コミュニティからの抵抗はより強くなる。

「ジェンダー平等の問題、女の子に平等な機会を
与えること、女の子を早すぎる結婚に追い込むの
ではなく、勉強を続けさせること、について話すよ

うに努めます。それはとても難しいことです...
その人が長い間、普通だと思っていたことに

ついて話すのは。」

Rainbow、22歳、ウガンダ

活動家からの回答は、市民スペースの制限に

よって、政治的に活動する女の子やユース女

性を妨害する無数の方法をも明らかにしてい

る。ユース女性が個人的に標的にされたり、脅

迫されたり、当局の調査を受けたりしたケース

もあった。

「私は何本か映画を作りましたが、自治体は私を

止めようとしました。警備員に頼んで、私を逮捕す
ると...私は17歳でした...この学校でこの活動を行

うことを許可する書類を持っていると言いました。
そして、すべてを提示しました... そして私は活動を

続けましたが、何も起こりませんでした、でもソー

シャルメディアで私のことを『私は大の悪女だ』な

どと沢山悪口を言われました。そして、私が『子ど
もたちにポルノビデオを見せようとしている』とも。」

Jen、23歳、レバノン 

様々な国の他の活動家たちも、市民社会に対する

規制が彼女たちの活動に与える様々な影響につい

て述べている。それらは、投獄の脅威から、当局に

よる街頭抗議行動の規制、組織化する能力を制限

する、あるいは、活動のために当局の承認を必要と

する法的制限まで、多岐にわたった。 

女の子や女性の政治参加という文脈で言及された

障壁の多くは、先に述べた、女の子が「女性リー

ダーが直面している」と考える障壁や課題と呼応し

ている。このことは、女性リーダーが直面する障壁

は女の子にも当てはまることを示している。女の子

やユース女性が初めて政治に参加したときの経験

は、年上の女性たちが直面してきた同じような障壁

によって傷つけられ、さらに彼女たちの年齢はそれ

を悪化させている。

「政治というのは非常に厄介なもので、その一員

になるためには、何が起きているのか、何をすべ
きなのか、よく知らなければなりません...政治と

は、より大きな集団に対して、自分が有能である
と説得するものですから...その知識や情報がな

いとき、自分に自信がないとき、あなたは取り残

されてしまうのです。そして、ほとんどの女の子
やユース女性にはそれが欠けているのです。」

Rainbow、22歳、ウガンダ
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調査回答者の5割近くが、政治参加に
関して「自信がない」「自信があるかわ
からない」と回答している。

自信のなさは、地域毎にかなり均等に言及されている。

全体として低所得国の回答者は、高所得国の回答者より

も政治的関与に自信があると感じている。人種的、民族

的、宗教的マイノリティの人々は、参加者全体と比較し
て、より自信を感じていると回答している。LGBTIQ+、ま

たは障害者である回答者は、より自信がないと感じてい

る。

「ええ、できます...
問題に対処する機会があれば。」

Marchessa、22歳、タンザニア

知識や政治的スキルの欠如も、調査回答者の自信のなさ

の一因かもしれない。回答者の大半は、自分の国やコミュニ

ティの政治的な仕組みについて何か知っていると感じてい

るものの、政治家が権力を握ったときにその責任を問う方
法よりも、投票制度についてよく知っていると回答している。

政治的知識を得た場所は、54%が「家

庭」、52%が「学校・大学」、50%が「オ

ンライン上のソーシャルメディア」と回答し
ている。

どちらの質的インタビューグループでも、自信を持
つこと、市民教育や政治システムを理解すること
の重要性が強調されている。

「Real Choices, Real Lives」に参加した女の子の間で

は、自身の権利に関する知識と、自身が権利保持者であ

ると認識することが、政治的有効性の感覚を高めるよう

であった。自身が権利保持者であると話した女の子は全

員、自身で指導者や代表者に影響を与えることができる

と答えた。

これだけは言いたい：
女の子たちの声

「そう、学校では、私たちにも権利があることを教え
られました。だから、私たちがしなければならない決
定について、代表者に意見を言いに行くことができ

ます。区長や市長に手紙を書くこともできる。
代表のところに行っても、話を聞いてもらえなかった

ら、同じ悩みを持つ学生仲間を探して、
一緒に地区の長に会いに行くこともできます。」

Thea、16歳、RCRL、ベナン

このような知識へのアクセスは普遍的なものではなく、

「Real Choices, Real Lives」参加者の大半は、家族や他

のコミュニティの住民たちが話し合っていることを耳にし

て、政治問題について間接的に知ると説明しており、これ

は調査の結果を反映している。メディアもまた、政治につ

いて学んだり話し合ったりする際に影響を与える要因で

ある。ほとんどの国の女の子たちは、テレビやラジオの

影響、そしてそれほどではないがインターネットやソー

シャルメディアの影響を挙げている。7カ国を通じて、多く

の女の子が学校で政治的な話題について話し合ってい

ることに言及しているが、これは家族、友人、隣人間に比

べると少ない。

「それらの問題について、コミュニティや家族、

学校でも先生から話を聞いたり、友人とよく話し
合ったりします。」

Nana-Adja、16歳、RCRL、トーゴ

ベナンとベトナムの2カ国では、女の子たちは女性や若者 
のグループを含む地元の組織について言及し、そこでは問
題が議論され、行動が起こされていた。「Real Choices, 
Real Lives」の4人の女の子は、誰からも政治について聞

かなかったと言い、ある女の子は、周りの人が興味がない
だけだと言った。

予想されたことではあるが、ほぼすべての活動家が政治的

な議論をしており、その多くは友人との議論であり、彼らは

自分たちが変革をもたらすことができるという自信を持って

いた。

しかし、「Real Choices, Real Lives」でインタビュー

に回答した女の子と同様に、活動家も「自身の見解

や意見が大人から評価されていないと感じる」とコメ

ントしている。

「大人が...大人同士の話を好むのは、思春期の

若者にほとんど関心を持つことないからだとしば
しば感じます。 『いや、思春期の若者が政治につ

いて何を知るつもりなんだ』と言われることが多い
からです。」

Valentina、19歳、ペルー

また、ある活動家は、大人の関与は形だけで、どこ

にもつながっていないと感じていた。

「彼らは私たちを専門的な生活や経験のない
若者だと考えているからです...だから私たち

は、今話しているし、今までも話していたので

す。そう、『もちろん話すことは歓迎しますが、あ

なたたちの話したことを考慮するのは私たちの
使命ではありません』と言われながら。」 

Sara、24歳、ヨルダン

どちらのグループでも、女の子とユース女性は、女

の子や女性が議論する問題と男の子や男性が議論

する問題の違いや、問題の議論の仕方における性

差を指摘している。女の子やユース女性は、自身の

年齢やジェンダーによって制限されていると、意識し

ている。彼女たちの自己信頼は常に四面楚歌の状

態にあると感じられる一方で、社会に完全に参加す

るために必要な知識やスキルへのアクセスも、必要

以上に困難なものとなっている。

「女性や女の子は、問題について話すことに制限

があると感じています。男性の話し方は、女性の

話し方とはちょっと違う......。男性は話したいことを

何でも話していいですが、女性はそうではなく、女

性グループはある特定のことに制限されていると

思います。」

Zoe、23歳、マラウイ
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個人の自信と自己信頼

社会的状況や住んでいるコミュニティの考え方に加えて、女の子やユー

ス女性が政治に参加する可能性は、個人の政治的アイデンティティ、価

値観、行動を形成し、回復力を生み出し、自尊心を養うことができるか、

できないかといった、より個人的な経験に強く影響されることを示す証拠

がある。自分の能力、持っている知識やスキル、そして意見を聞いてもら

う権利に自信を持つことは、非常に重要である。

政治活動関与への自信

自信がある 自信がない

28%

40%

47%

48%

51%

52%

54%

54%

55%

56%

50%

34%

27%

27%

24%

25%

23%

23%

20%

21%

22%

27%

26%

25%

25%

22%

23%

23%

25%

22%

どちらともいえない 

選挙に立候補する

強い関心を持っている問題やトピックについて、政府当局や政治家
に自分の意見を発信する

自分にとって重要である課題やトピックに変化をもたらすために、オ

ンラインで仲間を組織する

強い関心を持っている問題やトピックに変化を起こすために、実際
に同世代の仲間を集める

自分にとって重要である課題のキャンペーンを支援する

社会的、政治的、経済的な問題について同世代の仲間の前で話す

物議をかもしている政治的または社会的な問題について、大人と議
論する

自分にとって重要な問題について、オンラインに投稿したり、コンテ
ンツをシェア／リツイートする

重要な問題に関するネット記事や新聞記事について、大人と話し合
う

社会的、政治的、経済的な問題に関するテレビ討論を視聴する
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平等な力をもつ人びと

若き政治家
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� 強さ、勇気、自信、積極性、忍耐など、男性優位の

政治分野で女性が成功するために必要な資質に

ついての認識を反映しているのか、両グループと
も、さまざまな個人的資質を挙げていた。 トーゴ、

ベナン、ベトナム、フィリピンの「Real Choices, 
Real Lives」参加者は、活動家が挙げなかった知

恵や親しみやすさといった個人的資質も追加して

いる。しかし、ある活動家は、要求されるスキルの

幅が広すぎて不快であり、ダブルスタンダードの証

拠であるとして疑問を呈した。

「私たちは、家父長制に取り組み、それを打破する
必要があります。そのためには、学校や幼稚園で働
きかけ、本当に幼い頃から子どもたちに話をする必
要があります…男性が行ける場所に私たち女性が
たどり着くには、山を越えなければならないと感じた
りします。私はそこに到達することができますが、そ
のためにはもっと努力しなければならず、それを獲
得しなければならないように感じます。男性や若い

男の子は、それを簡単に入手できます。」 

22歳のマヤ・ルンドクヴィスト（Maja Lundqvist）は、プラン・ス

ウェーデンに勤務する前に、7年間、ユース諮問委員会で活動

していた。彼女は大学でジャーナリズムを学ぶ予定で、余暇に

はサッカーをしている。マヤは長い間、政治に関心を持ってい

た。彼女は自身を活動家だと称しているが、効果的な変化をも

たらすには、正式な政治的レベルでの関与が必要だと考えて

いる。そのためには、たとえ全ての政策に賛成でなくても、政

党に参加する必要があると考え、社会民主党に入党した。

ユース女性の多くは、正式な政治フォーラムは少し敷居が高

く、おそらく退屈だと感じているが、彼女は、彼女のような若い

女性が参加できる場を作り、それをもっと楽しいものにしたいと

考えている。彼女は、政治参加がいかに難しいものかを過小

評価してはいない。「多くの女性が憎しみを受けたり、脅かされ

たりしているのを見て、最初は政治的な活動をする勇気があり

ませんでした。男性とは別の扱いを受けているのですから」。

マヤが特に関心を寄せているのは、ジェンダー平等、子どもの

権利、気候変動である。彼女は現在、社会民主党のユース女
性の支部である「Rebella」の代表を務めている。スウェーデン

の首相と一緒に政治活動を行い、女性のロールモデルがいか

に重要かを語っている。このようなサポートがなければ、ユー

ス女性の政治参加は難しいのだ。

�

「何かを言うときは、自分に自信がない

といけないと思うんです。自分の考えを

守れるような情報源と手段を持たなけれ
ばならないのです。」

Minerva、23歳、トーゴ

� また、重要な法律や政治的構造、メカニズムなど、重

要な問題に対する知識や理解、全体的な市民教育も

両グループに共通して重要であるとされた。より一般

的な教育の重要性も活動家によって主張され、これが

政治的理解とスキルの基盤であることが強調された。

「私たちは、カリキュラムを見直す必要がありま
す…そこにどのような種類のトピックを入れてい

て、それらは本当に政治と結びついているので

しょうか。もちろん、歴史や地理は重要ですが、

それらが今日の私たちが今経験している現実の
生活とどう結びついているのでしょうか。」

Sara、24歳、ヨルダン

�

「それら全てのスキルが、参加するために

できるようにならなければならないことだ

と言うのを考えると、笑っちゃいます。『こ
うなりなさい…自分の意見を言えて、邪魔

されず、強く、少し冷たく、でも冷たくなりす
ぎず』みたいな....女性には、活動を始め

る前に3ページ分のスキルが必要だと教

えているんです。」 

Anna、23歳、ドイツ

�

道を切り開く
彼女たちが直面している課題を考えると、女の子や

ユース女性は、積極的に政治に関与し、排除するよう

に設計されているように見えるシステムの中で自身の

道を見つけるために、どのようなスキルや知識が必要
だと考えているのだろうか。

政治参加経験のレベルは異なるが、この質問に対す
る回答は、2つのインタビューグループ間で酷似してい

た。

コミュニケーション・スキルは、まさにリストの最上位で
あった。「Real Choices, Real Lives」調査参加者の中

には、クラス委員や選挙で選ばれた書記の役割を通じ

て、これらのスキルのいくつかを身につける機会が

あったと言う女の子もいたが、全体としては、もっともっ

と努力する必要があると断言した。活動家たちは、効

果的に発言する能力と自信を持つこと、政府役人を含

むさまざまな人々と話すこと、外国語の能力を持つこと

の重要性についても論じた。また、効果的に議論する

能力や、根拠と裏づけによって守ることができる意見を
述べる能力についても言及された。

写真：スウェーデン社会民主党
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21% の調査回答者が、
今後、政治に全く参加する
気がないと回答している。

今後の展望 — 首相、運動家、
有権者。女の子とユース女性
は政治の世界で自身の将来を
どう考えているのか

調査回答者の多くは、自分は政治に関与しているが、特
に積極的ではないと考えている。しかし、もっと意欲的な
人もいれば、すでに政治から完全に離れることを決心し
ている人もいる。このように、様々な反応があることは興
味深いことであり、一部の参加者が疎んじることが他の
参加者を積極的に元気づけることを物語っているのかも
しれない。 

7. 
政治活動が一般的に嫌悪されている社会に住む女の

子やユース女性は、政治への参加に最も意欲的であ

るように見える。また、国会議員に占める女性の割合

が高くなり、女性の政治家や活動家がより目立つよう

になればなるほど、女の子たちの関与やリードに対す

る願望は低くなる。

多くの調査研究やインタビューに回答した女の子たち

がが、ロールモデルや代表の重要性を強調しているこ

とを考えると、これは興味深い結果である。可能性の1

つとして、女性政治家が直面している問題に触れる機

会が増えたことで、女の子たちが参加を考え直す結果

となったことが考えられる。あるいは、他の女性が政治

的指導者として活躍しているのを見て、自分がやらなく

ても良いと感じているのかもしれない。

LGBTIQ+と回答した人は、政治や社会運動をリードし

たい、立候補したい、国のリーダーになりたいと考える

割合が著しく低い。地方に住む人々は、地元に関わ

り、社会運動に関与することに熱心だが、国のリー

ダーになりたいと考える人は都市部に住む人々よりは

るかに少ない。

これだけは言いたい：
女の子たちの声

トーゴを除くすべての国の「Real Choices, Real Lives」に

参加した女の子の大半は、「政治的リーダーにはなりたく

ない」と答えたが、活動家のほとんどは、現在の活動の延

長線上にあると見て、なりたい、または考えていると答え
た。

政治的リーダーを目指す女の子やユース女性の間では、

その理由が調査結果と強く一致しており、コミュニティや

自国の発展に貢献することが重要な動機となっていること

がわかった。

「コミュニティのために、国を発展させるために；女性

が率先して何かをすることで、いつもうまくいくし、その
人が評価され尊敬されるのはいいことだからです。」 

Essohana、16歳、RCRL、トーゴ

「Real Choices, Real Lives」参加者の中で、政治的

リーダーを目指さなかった人からは、様々な理由が挙

げられている。人前で話すこととリーダーとの関連性を

問題視する声があった。特にベトナムでは、リーダー

シップを発揮するために必要なスキルや知識がないこ

とが挙げられている。

「リーダーをやっていると、失敗が多いことがわかるか

らです。他の監視者の方が、私よりずっとうまくいって
いると思います。」

Trinh、16歳、ベトナム

これらの回答は、自信の重要性と、非常に多くの女の子や

ユース女性にとって、有能なリーダーや熱心な市民として参

加できると感じることがいかに難しいかについての、以前の

研究結果を強調するものである。それは、世界中の女の子
や女性に共通しているようである。

Michelle Obamaは2018年に「女の子も男性と同じように失

敗してもOKになればいいのに。なぜなら、言わせてくださ

い、男性が失敗するのを見るのは — イライラするのです。

多くの男性が吹っ切れて勝つのを見るのは悔しいです。そ

して、私たちは自分をこうした馬鹿げた基準にがんじがらめ

になっているのです」67と発言した。

ベナンの回答者は、政治に関わりたくない理由として、政治

指導者に向けられた暴力について述べている。同様に、政

治的指導者の地位につきたくなかった活動家の何人かは、

政治がどのようなものかという認識や、政治制度やメディア

における女性に対する反発や否定的な態度への恐れから、

政治を敬遠していると説明した。

「私にとって、政治は肯定的なものであるべきです

が、私の認識では、悪いことばかり耳にするた
め、実際にはそうではないと思います。」

Juliette、21歳、ベルギー

政治的リーダーを目指す活動家は、ロールモデル

になりたい、政治における女性代表を増やしたい、

女の子に声を与えたいと話していた。また、コミュニ

ティを変えたい、女の子やユース女性の生活や機

会を改善したい、ジェンダー平等を唱えたいという人

もいた。

15% の調査回答者は、
関与に興味はあるかもしれ
ないが、調査で尋ねたような
方法ではないかもしれない。

さらに

20% 
が首相、大統
領、国家指導

者になることを
希望している。

政治参加
への今後
の抱負

直接会って政治的な議論をする

オンライン上で政治的な議論をする

オンラインの政治活動に参加する

個人的に政治活動に参加する

政治・社会活動でリーダーとなる

政治家に立候補し議員になる

対面で政治運動を組織する

オンラインによる政治運動を組織する

首相・大統領・国家指導者になる

34%

34%

29%

28%

24%

24%

21%

20% 
20% 

また、関与
意欲のある
人のうち、

24% 
が政治・社会

運動のリー
ダーや政治家

になりたいと考
えている。
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プログラムと実践
SHE LEADS
She Leads は、オランダ外務省がプラン・オランダを通

じて資金提供する5年間のプログラムで、女の子やユー

ス女性主導の活動の支援に重点を置いている。このプ
ログラムは、プランが、Defence for Children
International、Terre des hommes、FEMNETと協力し

て世界各地で実施しているものであり、マリ、シエラレオ

ネ、ガーナ、リベリア、エチオピア、ケニア、ウガンダ、ヨ
ルダン、レバノンの9カ国でも実施されている。

She Leads Global Advocacy Network は、女の子と

ユース女性が国連で国際的な政策プロセスに関与し、
影響を与えることを支援している。東西アフリカから14
人の女の子とユース女性の代表団の第66回女性の地

位委員会への参加を支援したほか、アフリカ・中東6カ

国から14人の女の子とユース女性が人権規約理事会

への参加を支援し、彼女たちの活動を支えた。

影響
国際会議に女の子やユース女性が参加したこと、女の

子やユース女性の問題が政策課題として取り上げられ

る結果となった。また、会議に参加した代表者自身に

とっても、自信と知識の両方を高める結果となった。彼

女たちはネットワークを広げ、政策の仕組みについてよ

り深い理解を得ることができた。

「女の子の教育とともに、女の子が育つ環境も考
え直し、再構築しなければならない...女の子や女

性の声、意見、考えのためのスペースを作るため
に、現実を変革することが重要なのです。」

Lujain、17歳、She Leads、ヨルダン「世界中で女の子やユース女性たちが多くの提

唱活動を行っています。彼女たちは専門技術を

身につけ、知識を持ち、自身の課題の達人であ
り、専門家なのです。」

Nancy、She Leadsユース代表、ケニア
「人権理事会50では、女性に介護労働の対価を支払うよう要

求する声明を発表し、ジェンダー間の平等を推進しました… 現
在はオランダ大使館と協力して、ウガンダにおける法の支配と

安全保障に関するデータを収集し、提言を行うべく活動してい
ます。」

Solea、21歳、She Leads、ウガンダ

「自分のコミュニティに変化をもたらしていると

感じています。女の子やユース女性の意見

が、ある程度、指導者に考慮されていると自

信を持つようになりました。私が影響を与える

ことができたいくつかの決定を考えると、私は

仲間の女の子の人生に影響を与えることがで
きました。」

Patricia、19歳、She Leads、ウガンダ

「コミュニティのリーダーになれるとは思って

もみなかったので、とても意義がある経験で

した。元チャイルドマザーとして、自分のコ

ミュニティに住む女の子やユース女性に影

響を与え、変化を生み出すプラットフォーム
を持てるとは思ってもみませんでした。」

Poni、21歳、She Leads、ウガンダ

ジェンダー平等の擁護に関連するものを理解する

ためのトレーニングを受けている。このプロジェクト

は、女の子やユース女性の政治参加への注目を高

め、ユース女性リーダーたちがコミュニティに前向き

な変化をもたらしている。

国レベルでの取り組みは以下の通り。

She Leads、ヨルダン 
ヨルダンのShe Leadsプログラムは、女の子とユース女

性の意思決定プロセスへの影響力を高め、固定化され

たジェンダー規範に基づく制度や慣習を変革することを

目的としている。ヨルダン全土でワークショップ、ディス

カッション、意識向上セッションを実施することで、公共空

港や政治における女の子と女性の影響力を高めることを
目的とした全国イベント「16 Days of
Activism（16DOA）」で重要な役割を果たした。これらの

活動は、地元のメディアややソーシャルメディア上で報道

されることでさらに広がり、ジェンダー平等に注目が高ま

ることとなった。ヨルダン国家女性委員会とプラン・ヨルダ
ンのShe Leadsプログラムが共同で、記者会見が行わ

れ、女の子と ユース女性の権利と女性が暴力にさらされ

ることなく意思決定プロセスに参加する 重要性が初めて

強調された。さらに、プラン・ヨルダンは、ヨルダン国家女
性委員会のShama’aネットワーク（女性に対する暴力を

なくし、地域レベルで活動する個人と組織を統合するた

めに働く全国ネットワーク）を支援するための覚書に調印
した。She Leadsプログラムの参加者は、国際的な提唱

活動に参加し、ジェンダー平等の闘いにおいて女性が直

面する課題や障害についての公開討論に参加する機会

がある。

She Leads、ウガンダ

ウガンダのShe Leadsは、ウガンダ全土の多様な女の子や

ユース女性に手を差し伸べ、リーダーシップトレーニングを

提供し、地域コミュニティへの参加を促している。女の子は、

宗教指導者やコミュニティの指導者との交流を支援され、政

策提言や法律や政策について学び、特に女の子の権利や

写真左 Poni - 中央 Solea - 右 Patricia



プログラムと実践

女性126人、男性46人の若いリーダーは、公正な情報慣

行、地元当局との会合、啓発行進の企画など、コミュニ

ティで積極的に活動するための訓練を受けている。ジェン
ダーに基づく暴力（GBV）に集中的に取り組んでおり、保

護サービスの改善と縦割り行政の改善を要求した結果、
州の部門横断的な暴力撲滅ユニットが設立された。

この提唱活動を継続するために8つのユース組織が設立

され、「Cambiando esquemas」というラジオ・ソープオペ

ラを制作し、ジェンダーに基づく暴力（GBV）、ライフスキ

ル、性と生殖に関する健康というテーマに取り組んでい

る。

プラン・インターナショナル・ペルー

先住民の思春期の女の子と
ユース女性のための政治的
エンパワーメントとリーダー
シップの学校
このプログラムは4年前から実施されており、先住民族の思春期の女の子や

ユース女性が、自身のコミュニティの政治的、社会的、文化的生活に積極的

に参加することを促進することを目的としている。このプロジェクトはペルーの

アンデス高地の村で実施されているが、そこでは女の子やユース女性が意

思決定者として認識されていないことが多く、また、ジェンダーに基づく暴力や

暴力への恐怖が、彼らの生活や機会に悪影響を及ぼしているのだ。

「政治参加は基本的なことです、私たちを信

じてくれず、私たちのニーズを優先してくれな

い聴衆に向かって演説することを学ぶのです
から…『根性』のある女性でなければいけな

いとわかっています。政治に参加する女性

は、時に多くの困難にぶつかると思うからで
す。」 

Jenny、18歳、プログラム参加者

このプロジェクトは、女の子やユース女性、その両親や

家族、地域のリーダーと協力し、女の子やユース女性

の意思決定プロセスへの組織的な参加を促し、暴力か

ら彼女たちを守るための支援を行っている。

特に女の子やユース女性に影響を与える問題に

ついては、GBVを匿名で通報できるモバイルアプ

リの開発や、暴力が起きた場合に警告ボタンを押

せるといった施策も進められており、高い注目を

受けている。

「女の子に与える影響はとても大きいです。女の子

は新しいことを発見し、社会の中で自身がいかに重

要な存在であり、自身の夢に限界はないことに気づ

いています。彼女たちは野心を実現し、政治的な地

位にも到達し、多くの女の子やあらゆる年齢の女性

の生活を向上させ、明るい未来を与えることができ
るのです。」

Pamela Irco、プラン・プロジェクトワーカー

このリーダーシッププロジェクトは、女の子やユース

女性の社会性やコミュニケーション能力の向上を支

援するものである。彼女たちの意思決定やリーダー

シップの可能性は、正式な参加の場において、コ

ミュニティのリーダーからますます認識されるように

なってきている。

「『手を取り合って、より良い未来のために共
に』という意味のMakimantaユース団を結成

したのです。組織するのは簡単ではありませ
んでした...パンデミックによってミーティング

は制限され、オンライン接続 の悪さも課題の

ひとつでした。しかし今、私たちは勢いを増

し、前向きな結果を出すための行動や提言
計画をまとめているところです。」

Carolina、17歳、プログラム参加者
「10代の高い妊娠率を下げるために、200人

超の思春期の人びとをさまざまな活動に動
員できたことは、素晴らしい結果でした...私
は代表として、子どもと思春期の人びとの権

利のために働くことを約束します。」

Katherine、15歳、プログラム参加者

写真：プラン・インターナショナル写真：プラン・インターナショナル 写真：プラン・インターナショナル写真：プラン・インターナショナル

Chumbivilcasで行われたユース団の会合。©Plan International
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女の子やユース女性は、現在自身を代表している政治家
を尊敬していない。調査回答者のわずか11％が、自身が

関心を寄せる問題についての決定に満足しているに過ぎ

ない。言い換えれば、女の子やユース女性は、回答者の重
要な優先事項である貧困、失業、環境の3つについて、指

導者が良い仕事をあまりしていないと考えている。回答者

の大多数は、少なくともある程度は将来も政治的関与を続

けようとしている。女の子やユース女性の政治参加は、他
の女の子やユース女性の生活を改善する必要性 — 彼女

たちは自身の関心事を気にしてくれる人がいるとは信じて

いない、周囲の人々の模範となる必要性によって推進され
ている。

多くの共通項があるにもかかわらず、女の子やユース女性

が同じ優先事項や関心事を持っているわけではない。調査

によって、大陸、信念、アイデンティティ、そして彼女たちの

多様な経験や状況によって多くの違いが明らかになった。

全体として、どのように認識されようとも、また政治的関与

への願望や活動のレベルがどのようなものであろうとも、

女の子やユース女性は自分たちの年齢やジェンダーが生

み出す障壁を強く意識していた。全体的に、彼女たちは政

治家に不信感を抱き、大人に見下されていると感じてい

た。調査回答者の半数のみが、自身のコミュニティでは女

の子が政治的に活動することは容認されていると感じてい

た。女の子の政治参加は、本人の関心というより、周囲の
態度や支援の欠如によって条件づけられている。

「政府や他の組織は、若者や子どもたちが発言する力を与

え、より多くの活動を行い、彼らの意見を聞き、彼らが話し

たいことを話す機会を増やすべきだと思います。そして、ベ

トナムの若者や子どもたちに、未だ欠けている、話を聞い
てもらう機会を与えてほしいのです。」 

Min、20歳、ベトナム

結論
研究結果は、大多数の女の子が政治や政治問題に関心を
持っていることを示している。その多くは、自分たちが関心を
持つ問題、主にコミュニティにおける問題について、変化を求
めて積極的に活動している。

女の子やユース女性は、自分が代表だとは感じておら

ず、男性支配的な政治の場であると感じて敬遠してい

る。また、公の場で働く女性が受けている暴力やハラ

スメントを目の当たりにして尻込みする人もいれば、よ

り決意を固める人もいる。また、ジェンダー規範に阻ま

れ、女性が有能な政治指導者になれるとは必ずしも信

じていないのだ。

「それがまだコミュニティで起こっているのは、
とても悲しいことです。ほとんどの人は、女性が
リードできるとは思っていませんし、女性には男
性同様に参加する力があり、国会議員になれ

るかもしれないとも思っていません。」

Rainbow、22歳、ウガンダ

多くの課題があるにもかかわらず、女の子や女性は政治

の場にとどまり続けることを選択した。議会や地方議会へ

の立候補、投票、請願書への署名、政治的抗議活動へ

の参加や、政策への何らかの影響力を及ぼすことを選ん

だ。 多くの女の子やユース女性は、オンラインで参加す

ることを好み、政治参加へあまり正式なルートをとらない

が、彼女たち、特に活動家の間では、持続可能な変化を

もたらすための正式な関与の必要性は、明確に理解され

ていた。最終的に、政治活動の目標は政策や法律の変

更に結びつけられなければならず、そのためには国との

関わりが必要である。

政治参加の第一歩として、コミュニティへの関与の重要性

は無視できない。コミュニティレベルの活動によって、女

の子やユース女性はよくスキルを身につけ、自信を持

ち、集団で活動することを学ぶことができる。だが、コミュ

ニティレベルでの参加がネガティブな経験となり得ること

も示されている。能力を高め、持続的な関与を促すため

には、地域レベルの支援が重要であることは明らかであ

る。政治的な活動家が生まれるのは、しばしばこのような

場合である。

©Plan International
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1. 各国政府は 、持続可能な開発目標
や、CRC、CEDAW、ICCPRに基づく国際的な義
務などの公約を果たし、国や地方レベルでの意思
決定プロセスに女の子やユース女性の参加のた
めの法的保障を提供しなければならない。

2. 省庁や関連機関を含む政府は 、公共政策、予
算、法律の設計、実施、モニタリングと評価に女の
子とそのネットワークを有意義に参加させ、女の子
の参加の影響を追跡するための強力な説明責任
メカニズムを設置すること。

3. 政府は 、国のユース協議会、ユース議会、その他
の関連する正式な機構を、ジェンダー・トランス
フォーマティブで、そのリーダーシップがあらゆる
多様性を持つ女の子と若者を代表するように改革
し、資源を提供すること。強力な保護メカニズムを
設置し、女の子が主導する組織や女の子に奉仕
する組織を含む地域ネットワークと連携させる必
要がある。

4. ドナー、国連機関、政府は、女の子とユース女性
の政治的社会化と参加を優先させ、効果的な実
施とモニタリング・評価の両方を可能にするため
に必要な資源と制度的メカニズムで支援するよ
う、ユース戦略や政策を導入または更新し資金を
提供すること。

5. 政府と人道支援団体は、人道的活動のあらゆる
段階において女の子が体系的かつ有意義に参加
できるよう、人道的環境において女の子が直面す
る参加への障壁を取り除かなければならない。女
の子は人道的危機の中で独特のリスクに直面す
るが、そのニーズが優先されないことがよくある。
世界的な飢餓危機が深刻化する中、政府と国連
はその対応に女の子とユース女性を加え、彼女
たちに影響を与える決定への関与を確保する義
務がある。

提言
提言
信頼を築き、真の参加を促すために、権力者は女の子と
そのネットワークのために、あらゆるレベルの意思決定へ
の有意義な貢献を可能にする、公式で安全かつ包摂的な
場を開かなければならない。

マルチ・ステークホルダーへの提言

これらの提言は、この研究に参加した女の子や
ユース女性たちのアイデア、経験、意見に基づ
いている。

8. 地方自治体は、最も取り残された女の子を含む、
すべての女の子に手を差し伸べるために、コ
ミュニティベースの組織と提携し、多様な関与の
機会を提供する。デジタル・イノベーションを含
む参加型メカニズムへの投資、学校組織を通じ
た活動、女の子が主導するグループやネット
ワークと正式な意思決定プロセスとの連携を行
う。

6. 政府は、特別措置、研修生制度、共同学習のた
めの大人・ユースパートナーシップ、相互信頼と
尊敬の構築を通じて、ユース女性の地方政府職
への代表とアクセスを増やすことを目的とした資
源を地方レベルに割り当てる必要がある。

7. 地方自治体の長 またはそれに相当する者は、地
方政府が地方のあらゆる意思決定に女の子を有
意に含めることを支援するために、割り当てられ
た資源で戦略を設定すること。参加型予算編成、
社会監査および計画に関与する役割と能力を強
化すること。

提言
地域レベルから始めて、政治参加に向けた多様で包摂的、かつ利用
しやすい道筋への女の子のアクセスを増やす

マルチ・ステークホルダーへの提言

Credit: House of Lords / Roger Harris
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9. 教育省は、市民教育がジェンダー・トランス
フォーマティブであり、全国の学校カリキュラム
に含まれるようにしなければならない。
それは、ロールモデルとしての女性指導者の描
写、人権、ジェンダーに配慮した投票情報、意思
決定プロセスの理解、市民社会の役割などを含
むべきである。政治的発言を実践する機会を提
供し、政治的指導者への道筋を含め、多様な形
での参加を促進する必要がある。

10. 国連機関、ドナー、国際NGOは、教師用トレーニ
ングリソースを含む、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブ市民教育ツールおよび活動の開発を支援
すること。

11. 学校関係者（教師、評議会、保護者）、生徒（特
に女の子）にリーダーシップを実践する機会を
提供すること。リーダーシップのスキル開発
や、学校評議会や選挙など学校の統治機構に
おける意思決定機会へのアクセスを支援する
こと。

12. 政府および援助機関は、女の子、特に最も遠
隔にあり、学校に通っていない女の子やユース
女性に、その完全な政治的社会化を支援する
ための主体性、技能、市民としての知識を与え
る、包摂的でコミュニティベースの非正規教育
プログラムに資金を提供すること。

13. プログラム提供者は、女の子とユース女性のため
の空間を開くこと、そしてコミュニティレベルの意思
決定に彼女たちが参加することの重要性につい
て、より広いコミュニティの関与を含む全体的なア
プローチに投資すること。

14. 国連機関、パートナーシップおよび国際NGOを含
む国際機関は、政治的指導者の地位を追求する
ユース女性に早期の機会と持続的な支援を提供
する、メンタリングを含む長期的なプログラムに投
資し、支援すること。

15. メディアとジャーナリストは、政治におけるGBVの
発生に倫理的かつ敏感に世間の注目を集めなが
ら、女性の政治的リーダーシップと女の子やユー
ス女性の活動に関する前向きで多様なイメージを
促進することによって、リーダーシップを発揮する
女性に対する否定的な固定観念と闘うこと。

16. ソーシャルメディア企業は、オンラインのGBVに特
化し、加害者の責任を追及し、女の子のニーズと
経験に対応した、より強力で効果的、明快で利用
しやすい報告メカニズムを作ることによって、女の
子とユース女性にとって安全なオンライン環境を
作る責任を負わなければならない。

17. 国会、公共機関、政党は、暴力とセクシャルハラ
スメントに関するゼロトレランス政策を導入し、
ユース女性、特に遠隔にあるマイノリティと重なる
ユース女性が経験する高い暴力のリスクに対応
し、包摂的でアクセスしやすい報告メカニズムや
安全な空間を提供すること。

18. 国連、ドナー、政府は、女の子の集団行動と組織化を
支援しなければならない。危機と外的脅威に直面した
際の政治的効力とその回復力を育むために、アクセス
可能な資源 （財政的および非財政的）、能力強化およ
び安全な空間を提供することにより、市民社会アク
ターとしての彼らの重要かつ明確な役割を認識し、強
化すること。

19. 女性の権利団体と市民社会は、世代間のリーダーシッ
プとメンタリングを提供し、より広い市民社会のプロセ
スへの参加を促進することによって、女の子とユース
女性の団体の独特で重要な貢献を認識し、評価する
こと。

20. 国際的、地域的、政府間機関は、女の子の人権組織
および活動家にもたらされるリスクを監視、緩和、対応
するために、保護メカニズムおよび構造を導入するこ
と。

「より能力開発をすると、より多くのリーダーシップ、

政治、重要性などに関する知識、情報を得ることが

できます。というのも、持っていないものを提供する

ことはできないからです。もし、適切な資源やプラット

フォームがなければ、それは非常に大きな課題とな
るでしょう。」

Rainbow、22歳、ウガンダ
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提言
市民教育の提供。知識とスキルは、女の子の
政治的社会化において基礎となり、政治参加へ
の道筋となるものである。

マルチ・ステークホルダーへの提言

提言
女の子たちが組織化され、動員されるよう、まず
はコミュニティレベルから支援し、女の子の組織
が回復力があり持続可能であるようにする。  

マルチ・ステークホルダーへの提言

提言
女の子とユース女性の政治参加を可能にし、促進
するために、家庭やコミュニティの中でポジティブな
ジェンダー規範や社会規範を構築する。

マルチ・ステークホルダーへの提言
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質的インタビュー
調査から得られた知見を三角測量し、政治参加の経

験のレベルが対照的な女の子とユース女性の考え
を理解するために、2組の質的インタビューが実施さ

れた。

�

�

プラン・インターナショナルの「Real Choices, 
Real Lives」コホート研究に登録されている9カ国
中7カ国における15～16歳の女の子78人との半
構造化質的インタビュー。女の子たちは主に農村
に住んでおり、それぞれの国の中で最も所得の低
い世帯の出身である（選定時）。対象国はフィリピ
ン、ベトナム、ベナン、トーゴ、ドミニカ共和国、ブラ
ジル、エルサルバドル。

プログラムまたはキャンペーンへの参加を通じてプ
ランが把握している 16 人の女の子およびユース
女性の活動家に対する詳細な質的インタビューで
ある。これらの女の子とユース女性は様々な背景
を持っているが、政治的に活発であることが知られ
ているという事実に基づいて、意図的に抽出され
た。対象となった13カ国はトーゴ、マラウイ、南スー
ダン、タンザニア、ウガンダ、ヨルダン、レバノン、ド
イツ、スペイン、ベルギー、ベトナム、エクアドル、
ペルー。

2組のインタビューは同様の構成で行われ、いくつかの質

問は両グループに共通するものであった。しかし、この

テーマに対する理解や政治参加の経験に違いがあること

が予想されたため、「Real Choices, Real Lives」参加者へ

のインタビューはより構造化され、女の子やユース女性

の活動家へのインタビューには、異なるタイプの政治参

加の経験を探る追加質問が含まれていた。

研究方法
この研究では、大規模なアンケート調査と2組
の質的インタビューにより、混合法による一次
データを収集した。

アンケート調査
アンケート：質問項目は15問設定され、そのほとんどは回答

者が複数の回答コードを選択できるようになっている。質問

は、政治的リーダー、問題、決定の影響についての認識、女

の子やユース女性の政治への関与と参加についての認識、
自分自身の政治への関与と参加の3つの分野を中心に構成

されている68。 

実施期間： データは2022年2月から4月にかけて、プラン・イ

ンターナショナルの委託により、IPSOSとGeoPollというマー

ケティングリサーチ会社2社が収集した。

データ収集には、2つの異なる方法論が用いられた。コン

ピュータ支援電話インタビュー(CATI) とコンピュータ支援ウェ

ブインタビュー(CAWI)

対象者・参加資格：

調査対象は、15～24歳の女の子とユース女性（LGBTIQ+を

含む）である。スイスの500人を除いて、各国で1000人の15～

24歳の女の子とユース女性から回答を集めることを目標とし

た。

調査対象国
アフリカ：ギニア、ケニア、マラウイ、ナイジェリア、トーゴ、ザン
ビア

アジア・太平洋：オーストラリア、バングラデシュ、インドネシ
ア、日本、ネパール、フィリピン、ベトナム

ヨーロッパ：オーストリア、ベルギー、フランス、ドイツ、イタリ
ア、オランダ、スペイン、スウェーデン、スイス、イギリス

アメリカ大陸：ブラジル、カナダ、コロンビア、エクアドル、ペ
ルー、アメリカ

参加者：調査には、計28,751人のユース女性と女の子が参加

した。20歳以上は63パーセントだった。

回答の地理的な広がりには有意な差があり、ヨーロッパ9,500
人、アジア・太平洋7,000人、アフリカ・中東6,153人、ラテンア

メリカ・カリブ海諸国4,000人、北アメリカ1,344人だった。

研究の限界と優位性
この調査データは、すべての国や地域を代表するもので

はない。この調査のサンプルは、可能な限り母集団を代

表するように作られているが、インターネットや電話にア

クセスできる人たちだけを対象にしているため、より裕福

で高学歴の人をサンプルにしている可能性が高いことに

は注意すべきである。また、参加者数に地域的偏りがあ
るため、サンプル全体にも偏りがある。

質的インタビューの一部は、選択された現地の言語で実

施され、後に英語に翻訳された。インタビュー中に女の

子やユース女性が口にしたいくつかの概念の本来の意
味は、翻訳の際に失われてしまった可能性もある。

しかし、この調査は大規模で、さまざまな文脈や国に基

づいている。研究に使用された混合法は、調査データを
2つの独特な質的情報源で三角測量し、さらに包括的な

文献レビューで検証することを可能にした。

倫理審査とセーフガーディング
英国の Overseas Development Institute の研究倫理委員会

から研究倫理の承認を得た。すべてのデータ収集方法につい

て、潜在的なリスクと緩和策を特定するために、完全な保護リ
スクアセスメントが実施された。

調査請負業者は、プラン・インターナショナルのグローバル・

セーフガード・ポリシーを遵守することを確認する行動規範に署
名しなければならなかった。全ての参加者と、15～17歳の保護

者から同意を得た。倫理とセーフガード手続きに沿って、質的

なインタビューは、セーフガードトレーニングを受け、セーフガー
ドと紹介のプロセスについて説明を受けたプランのスタッフ2名

またはコンサルタントによって行われた。インタビューに先立

ち、インフォームド・コンセントと同意がなされ、記録することに
口頭で同意がなされた。

匿名性と機密性は一貫して確保された。

Credit: Plan International
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